
障害者計画 進行管理一覧表　（平成２１年度～２６年度）
※進捗状況　計画事業内容のとおり実施：○　　計画事業内容の一部を実施：△　　未実施：×

管理
番号 施策 事業 事業内容 担当課 平成２１年度事業実績 進捗状況 平成２２年度事業実績 進捗状況 平成２３年度事業実績 進捗状況 平成２４年度事業実績 進捗状況 平成２５年度事業実績 進捗状況 平成２６年度事業実績 進捗状況 備考

１．利用者本位のサービスの実現
（１）情報提供体制の充実

1
ア．分かりやす
い情報の提供

 サービスの内容を体系的に説明したし
おりを発行するなど、分かりやすい情報
の提供に努める

障害者福祉課

　障害のある方が受けられるサービスを紹介し
たしおり「ふれあい福祉」を発行する（年２回改
訂）
　　発行部数　約2,500部／年
　　設置場所　障害者福祉課窓口

○

　障害のある方が受けられるサービスを紹介し
たしおり「ふれあい福祉」を発行する（年２回改
訂）
　　発行部数　約1,200部／年
　　設置場所　障害者福祉課窓口

○

　障害のある方が受けられるサービスを紹介し
たしおり「ふれあい福祉」を発行する（年２回改
訂）
　　発行部数　約2,700部／年
　　設置場所　障害者福祉課窓口

○

　障害のある方が受けられるサービスを紹介し
たしおり「ふれあい福祉」を発行する（年2回改
訂）
　　発行部数　約2,600部／年
　　設置場所　障害者福祉課窓口

○

　障害のある方が受けられるサービスを紹介し
たしおり「ふれあい福祉」を発行する（年2回改
訂）
　　発行部数　約2,400部／年
　　設置場所　障害者福祉課窓口

○

　障害のある方が受けられるサービスを紹介し
たしおり「ふれあい福祉」を発行する（年1回改
訂）
　　発行部数　約1,850部／年
　　設置場所　障害者福祉課窓口

○

障害者福祉課
　録音テープ版広報を希望者に配付した。
　　希望者数　47人

○
　録音テープ版広報を希望者に配付した。
　　希望者数　41人

○
　録音テープ版広報を希望者に配付した。
　　希望者数　34人

○
　録音テープ版広報を希望者に配付した。
　　希望者数　33人

○
　録音テープ版広報を希望者に配付した。
　　希望者数　33人

○
　録音テープ版広報を希望者に配付した。
　　希望者数　34人

○

3
②情報へのア
クセスの支援

コミュニケーショ
ン手段の確保

 インターネットなどを通じて情報の取得
や発信ができるよう、障害に応じた情報
通信支援用具の給付やパソコン講習
会の実施など、コミュニケーション手段
の確保を支援する

障害者福祉課

■日常生活支援用具（情報通信支援用具）の
給付
＊画面音声化等のアプリケーションソフト・ 特
殊キーボード等　４件
＊パソコン　１件

■パソコン講習会等の開催
　　　　　　　　（講習会）　    　（相談日・開放）
＊み～な　　21回　延37人  　随時　延280人
＊あけぼの　 5回　延22人　  28回　延  50人
＊プラザ　　 17回　延36人　  47回　延123人

○

■日常生活支援用具（情報通信支援用具）の
給付
＊画面音声化等のアプリケーションソフト　　６
件　※パソコンへの助成は平成２２年度より廃
止

■パソコン講習会等の開催
　　　　　　　　　 （講習会）　　 （相談日・開放）
＊み～な　　 21回　延30人　  随時　延213人
＊あけぼの　 開催無し　　　　 28回　延 63人
＊プラザ　　  16回　延46人　  随時　延403人

○

■日常生活支援用具（情報通信支援用具）の
給付
＊画面音声化等のアプリケーションソフト・ 特
殊キーボード等　５件

■パソコン講習会等の開催
　　　　　　　　（講習会）　　　　（相談日・開放）
＊み～な    24回　延55人 　 随時  延143人
＊あけぼの　　開催無し　　   217回　延513人
＊プラザ　  13回　延33人   　随時  延456人

○

■日常生活支援用具（情報通信支援用具）の
給付
＊画面音声化等のアプリケーションソフト・特殊
キーボード等　12件

■パソコン講習会等の開催
　　　　　　　 　（講習会）　 　（相談日・開放）
＊み～な　　 20回　延45人　 随時　 延94人
＊あけぼの　   開催無し　　　 271回　延494人
＊プラザ　　    2回　延6人　   随時   延703人

○

■日常生活支援用具（情報通信支援用具）の
給付
＊画面音声化等のアプリケーションソフト・特殊
キーボード等　　9件

■パソコン講習会等の開催
　　　　　　　 　（講習会）   　  （相談日・開放）
＊み～な　　 14回　延11人　 随時　 延110人
＊あけぼの　   開催無し　　　 271回　延446人
＊プラザ        1回　2名　　  　随時　　延837人

○

■日常生活支援用具（情報通信支援用具）の
給付
＊画面音声化等のアプリケーションソフト・特殊
キーボード等　　6件

■パソコン講習会等の開催
　　　　　　　　　（講習会）　　 （相談日・開放）
＊み～な　　14回　延32人　 随時　延80人
＊あけぼの　　 開催無し　 　 263回　延505人
＊プラザ　  　　開催無し　  　随時 延921人

○

4

ア．コミュニ
ケーション支援
事業
 （地域生活支
援事業）

・聴覚障害または言語障害のある人が
健聴者との意思疎通を円滑にするた
め、通訳を必要とする場合に、手話通
訳者・要約筆記者を派遣する

・府中市の窓口に定期的に手話通訳
者を配置することなどにより、聴覚障害
または言語障害のある人の地域生活を
支援する

障害者福祉課

■手話通訳者・要約筆記者の派遣
　　実利用者数　        45人
　　派遣人数　　延べ464人

■障害者福祉課の窓口に手話通訳者を配置
し、聴覚障害者の市政への要望、申請等の介
助を行うとともに、生活全般に関する相談を
行った。
　　毎週金曜日　10時～16時　（51回／年）
　　相談件数　　232件

○

■手話通訳者・要約筆記者の派遣
　　実利用者数        　46人
　　派遣人数　　延べ759人

■障害者福祉課の窓口に手話通訳者を配置
し、聴覚障害者の市政への要望、申請等の介
助を行うとともに、生活全般に関する相談を
行った。
　　毎週金曜日　10時～16時　（50回／年）
　　相談件数　　237件

○

■手話通訳者・要約筆記者の派遣
　　実利用者数　        51人
　　派遣人数　　延べ771人

■障害者福祉課の窓口に手話通訳者を配置
し、聴覚障害者の市政への要望、申請等の介
助を行うとともに、生活全般に関する相談を
行った。
　　毎週金曜日　10時～16時　（49回／年）
　　相談件数　　211件

○

■手話通訳者・要約筆記者の派遣
　　実利用者数　        52人
　　派遣人数　　    延623人

■障害者福祉課の窓口に手話通訳者を配置
し、聴覚障害者の市政への要望、申請等の介
助を行うとともに、生活全般に関する相談を
行った。
　　毎週金曜日　10時～16時　（50回／年）
　　相談件数　　228件

○

■手話通訳者・要約筆記者の派遣
　　実利用者数　        47人
　　派遣人数　　    延460人

■障害者福祉課の窓口に手話通訳者を配置
し、聴覚障害者の市政への要望、申請等の介
助を行うとともに、生活全般に関する相談を
行った。
　　毎週金曜日　10時～16時　（49回／年）
　　相談件数　　166件

○

■手話通訳者・要約筆記者の派遣
　　実利用者数　        46人
　　派遣人数　　    延525人

■障害者福祉課の窓口に手話通訳者を配置
し、聴覚障害者の市政への要望、申請等の介
助を行うとともに、生活全般に関する相談を
行った。
　　毎週金曜日　10時～16時　（51回／年）
　　相談件数　　159件

○

5
イ．手話講習会
　（地域生活支
援事業）

・手話に関する知識を普及し手話通訳
者を養成するため、手話講習会を開催
する

・手話講習会修了者を対象に、手話技
術向上を図るための研修会を開催する

・手話通訳者の技術水準の確保のた
め、手話通訳者認定試験を実施する

障害者福祉課

■手話講習会の開催
＊初級（40回/年）　受講者63名　修了者51名
＊中級（40回/年）　受講者41名　修了者34名
＊上級（40回/年）　受講者38名　修了者35名
＊養成（27回/年）　受講者　3名

■手話講習会（上級）修了者は、任意で手話
勉強サークル「はんず」の研修会に参加し、手
話技術の向上を図ることができる。なお、養成
コースには修了規定無し。

■手話通訳者認定試験
平成22年2月7日実施
受験者21名　合格者1名

○

■手話講習会の開催
＊初級（40回/年）　受講者62名　修了者44名
＊中級（40回/年）　受講者55名　修了者41名
＊上級（40回/年）　受講者32名　修了者25名
＊養成（35回/年）　受講者  6名

■手話講習会（上級）修了者は、任意で手話
勉強サークル「はんず」の研修会に参加し、手
話技術の向上を図ることができる。なお、養成
コースには修了規定無し。

■手話通訳者認定試験
平成23年2月6日実施
受験者31名　合格者2名

○

■手話講習会の開催
＊初級（40回/年）　受講者43名　修了者32名
＊中級（40回/年）　受講者49名　修了者32名
＊上級（40回/年）　受講者43名　修了者31名
＊養成（35回/年）　受講者15名

■手話講習会（上級）修了者は、任意で手話
勉強サークル「はんず」の研修会に参加し、手
話技術の向上を図ることができる。なお、養成
コースには修了規定無し。

■手話通訳者認定試験
平成24年2月5日実施
受験者30名　合格者3名

○

■手話講習会の開催
＊初級（40回/年）　受講者45名　修了者32名
＊中級（40回/年）　受講者38名　修了者32名
＊上級（40回/年）　受講者32名　修了者26名
＊養成（33回/年）　受講者10名

■手話講習会（上級）修了者は、任意で手話
勉強サークル「はんず」の研修会に参加し、手
話技術の向上を図ることができる。なお、養成
コースには修了規定無し。

■手話通訳者認定試験
平成25年2月3日実施
受験者25名　合格者1名

○

■手話講習会の開催
＊手話入門（40回/年）
    受講者38名  修了者34名
＊手話応用（40回/年）
    受講者30名  修了者24名
＊通訳基礎（40回/年）
    受講者36名  修了者25名
＊通訳養成（34回/年） 受講者11名

■手話講習会（通訳基礎）修了者は、任意で
手話勉強サークル「はんず」の研修会に参加
し、手話技術の向上を図ることができる。なお、
通訳養成コースには修了規定無し。

■手話通訳者認定試験
平成26年2月9日実施
受験者34名　合格者0名

○

■手話講習会の開催
＊手話入門（40回/年）
    受講者52名　修了者36名
＊手話応用（40回/年）
    受講者44名　修了者38名
＊通訳基礎（40回/年）
    受講者23名　修了者20名
＊通訳養成（38回/年）　受講者8名

■手話講習会（通訳基礎）修了者は、任意で
手話勉強サークル「はんず」の研修会に参加
し、手話技術の向上を図ることができる。なお、
通訳養成コースには修了規定無し。

■手話通訳者認定試験
平成27年2月8日実施
受験者32名　合格者3名

○

6
ウ．点字講習会
　（地域生活支
援事業）

・点字に関する知識を普及し点訳ボラ
ンティアを養成するため、点字講習会
を開催する

・中途視覚障害者を対象に、点字講習
会を開催する

障害者福祉課

■点字講習会の開催
＊初級（20回/年）　受講者11名　修了者10名
＊中級（24回/年）　受講者13名　修了者12名

※視覚障害者対象の講習会も開催予定だっ
たが、希望者がいなかった。

○

■点字講習会の開催
＊初級（20回/年）　受講者20名　修了者19名
＊中級（23回/年）　受講者　8名　修了者　3名

※視覚障害者対象の講習会も開催予定だっ
たが、希望者がいなかった。

○

■点字講習会の開催
＊初級（20回/年）　受講者21名　修了者18名
＊中級（24回/年）　受講者14名　修了者10名
＊視覚障害者対象（16回／年）
                         受講者　2名　修了者　1名

○

■点字講習会の開催
＊初級（20回/年）　受講者16名　修了者12名
＊中級（24回/年）　受講者13名　修了者12名
＊視覚障害者対象 （16回/年）
　　　　　　　　　　　　　受講者 1名　修了者 0名

○

■点字講習会の開催
＊初級（20回/年）　受講者21名　修了者21名
＊中級（24回/年）　受講者12名　修了者10名
＊視覚障害者対象 （20回/年）
　　　　　　　　　　　　　受講者 3名　修了者 3名

○

■点字講習会の開催
＊初級（20回/年）　受講者9名　修了者9名
＊中級（22回/年）　受講者12名　修了者11名
＊視覚障害者対象 （19回/年）
　　　　　　　　　　　　 受講者 1名　修了者 1名

○

③コミュニケー
ションの円滑
化の促進

①総合的な情
報提供体制の
充実

2
イ．多様な媒体
を活用した情報
の提供

 必要とする情報が容易に見られるよ
う、市や社協の広報、ＨＰ、録音テープ
版広報など多様な媒体を活用した情報
提供を進める

地域福祉推進課

（社協）
広報課

　広報紙やホームページに必要な情報を掲載
するとともに、録音テープ版広報を制作した。
テレビ広報では、手話通訳を実施した。

＊広報紙の発行部数
　　号平均88,600部
＊テレビ広報の放映状況
　　毎日の午前9時、正午、午後8時に放映（15
分番組）
＊ホームページの閲覧数
　　月平均121,000件
＊わたしの便利帳の発行部数
　　12,000部（転入者用）

○

　広報紙やホームページに必要な情報を掲載
するとともに、録音テープ版広報を制作した。
テレビ広報では、手話通訳を実施した。

＊広報紙の発行部数
　　号平均87,200部
＊テレビ広報の放映状況
　　毎日の午前9時、正午、午後8時に放映（15
分番組）
＊ホームページの閲覧数
　　月平均125,000件
＊わたしの便利帳の発行部数
　　153,000部
     （今後3年間分の転入者用を含む）

○

【市】
　広報紙やホームページに必要な情報を掲載
するとともに、録音テープ版広報を制作した。
広報紙にはＳＰコードを導入している。テレビ広
報では、手話通訳を実施した。また、ホーム
ページでは、表示サイズの変更や音声読み上
げなどの機能が付いたソフト（ZoomSight）を導
入している。

＊広報紙の発行部数
　　号平均84,000部
＊テレビ広報の放映状況
　　毎日の午前9時、正午、午後8時に放映（15
分番組）
＊ホームページの閲覧数
　　月平均145,000件

【社会福祉協議会】
　広報紙やホームページに必要な情報を掲載
するとともに、録音テープ版広報を制作した。

※広報紙の発行部数
　　年間449,400部　（平均74,900部／回）
※ホームページの閲覧数
　　年間アクセス数　約16,448件

○○

広報紙やホームページに必要な情報を掲載す
るとともに、録音テープ版広報を制作した。テレ
ビ広報では、手話通訳を実施した。また、ホー
ムページでは、表示サイズの変更や音声読み
上げなどの機能が付いたソフト（ZoomSight）の
バージョンアップを実施し、最新のパソコン環
境に対応した。

＊広報紙の発行部数
　　平均87,800部
＊テレビ広報の放映状況
　　毎日の午前9時、正午、午後8時に放映（15
分番組）
＊ホームページの閲覧数
　　月平均137,500件

【市】
　広報紙やホームページに必要な情報を掲載
するとともに、録音テープ版広報を制作した。
広報紙にはＳＰコードを導入している。テレビ広
報では、手話通訳を実施した。また、ホーム
ページでは、表示サイズの変更や音声読み上
げなどの機能が付いたソフト（ZoomSight）を導
入している。

＊広報紙の発行部数
　　号平均86,000部
＊テレビ広報の放映状況
　　毎日の午前9時、正午、午後8時に放映（15
分番組）
＊ホームページの閲覧数
　　月平均140,000件

【社会福祉協議会】
　広報紙やホームページに必要な情報を掲載
するとともに、録音テープ版広報を制作した。

※広報紙の発行部数
　　年間451,600部　（平均75,300部／回）
※ホームページの閲覧数
　　年間アクセス数　約18,338件

【市】
　広報紙やホームページに必要な情報を掲載
するとともに、録音テープ版広報を制作した。
テレビ広報では、手話通訳を実施した。10月1
日号より、広報紙にＳＰコードを導入した。ま
た、ホームページでは、表示サイズの変更や
音声読み上げなどの機能が付いたソフト
（ZoomSight）を導入している。

＊広報紙の発行部数
　　号平均86,700部
＊テレビ広報の放映状況
　　毎日の午前9時、正午、午後8時に放映（15
分番組）
＊ホームページの閲覧数
　　月平均132,500件

【社会福祉協議会】
　広報紙やホームページに必要な情報を掲載
するとともに、録音テープ版広報を制作した。

※広報紙の発行部数
　　年間456,600部　（平均76,100部／回）
※ホームページの閲覧数
　　年間アクセス数　約12,020件

○○

資料２
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管理
番号 施策 事業 事業内容 担当課 平成２１年度事業実績 進捗状況 平成２２年度事業実績 進捗状況 平成２３年度事業実績 進捗状況 平成２４年度事業実績 進捗状況 平成２５年度事業実績 進捗状況 平成２６年度事業実績 進捗状況 備考

（２）相談・権利擁護事業の充実

7
ア．相談支援
事業

・委託相談支援事業所「み～な」「あけ
ぼの」「プラザ」において、総合的・一元
的相談体制を確立し、障害のある人が
適切なサービスを効果的に利用できる
よう、相談支援従事者の質と数を確保
するとともに、関係機関との連携を強化
し、相談支援機能の充実を図る

・福祉サービスにつながりにくい状況に
ある障害の人や、難病患者、高次脳機
能障害・発達障害のある人への相談支
援を実施するとともに、事業内容の広
報に努める

障害者福祉課

■委託相談支援事業実績（相談件数と相談人
数）
＊み～な…6,223件（10,788人）
＊あけぼの…3,288件（6,219人）
＊プラザ…3,985件（4,021人）
　支援センター連絡会を月１回開催し、委託相
談支援事業所間で情報共有を図るなど、連携
を強化した。

■さまざまな障害への対応
　発達障害については、全事業所で相談を受
け付けることとの申し合わせを行っている。高
次脳機能障害についても同様だが、平成22年
度以降はあけぼのにおいて高次脳機能障害
者支援促進事業を実施し、中核拠点とする予
定である。難病患者については、専門的な知
識を有する者がいないため、特に支援を謳っ
てはいない。市広報誌において相談を実施し
ていることについての記事を掲載し、市民に対
して相談事業の周知をおこなっている。

○

■委託相談支援事業実績（相談件数と相談人
数）
＊み～な…6,684件（11,227人）
＊あけぼの…3,581件（6,540人）
＊プラザ…4,398件（4,398人）
　支援センター連絡会を月１回開催し、委託相
談支援事業所間で情報共有を図るなど、連携
を強化した。

■さまざまな障害への対応
　基本的には平成２１年度と同様だが、平成２２
年度よりあけぼのにおいて高次脳機能障害者
支援促進事業を実施している。合わせて、学
習会や家族サロンを行っており、相談の中核
拠点としている。また、市広報誌において各種
相談を実施していることについての記事を掲載
し、市民に対して相談事業の周知をおこなって
いる。

○

■委託相談支援事業実績（相談件数と相談人
数）
＊み～な…8,511件（15,567人）
＊あけぼの…3,533件（6,210人）
＊プラザ…4,128件（4,128人）
　支援センター連絡会を月１回開催し、委託相
談支援事業所間で情報共有を図るなど、連携
を強化した。

■さまざまな障害への対応
　あけぼのにおける高次脳機能障害者支援促
進事業の充実を図った。また、市広報誌にお
いて各種相談を実施していることについての記
事を掲載し、市民に対して相談事業の周知を
おこなっている。

○

■委託相談支援事業実績（相談件数と相談人
数）
＊み～な…6,032件（11,124人）
＊あけぼの…3,451件（6,296人）
＊プラザ… 4,651件（4,651人）
　支援センター連絡会を月１回開催し、委託相
談支援事業所間で情報共有を図るなど、連携
を強化した。

■さまざまな障害への対応
　あけぼのにおける高次脳機能障害者支援促
進事業の充実を図った。また、市広報誌にお
いて各種相談を実施していることについての記
事を掲載し、市民に対して相談事業の周知を
おこなっている。

○

■委託相談支援事業実績（相談件数と相談人
数）
＊み～な…2,463件（4,360人）
＊あけぼの…4,366件（8,649人）
＊プラザ…3,065件(3,065人）
　支援センター連絡会を月１回開催し、委託相
談支援事業所間で情報共有を図るなど、連携
を強化した。

■さまざまな障害への対応
　あけぼのにおいてサービス等利用計画（指定
特定相談）作成のための体制を整え、実施し
た。また、市広報誌において各種相談を実施
していることについての記事を掲載し、市民に
対して相談事業の周知をおこなっている。

○

■委託相談支援事業実績（相談件数と相談人
数）
＊み～な…2,811件（3,178人）
＊あけぼの…5,750件（12,513人）
＊プラザ…2,557件（2,557人）
　支援センター連絡会を月１回開催し、委託相
談支援事業所間で情報共有を図るなど、連携
を強化した。

■さまざまな障害への対応
　あけぼのにおいてサービス等利用計画（指定
特定相談）作成のための体制を整え、実施し
た。また、市広報誌において各種相談を実施
していることについての記事を掲載し、市民に
対して相談事業の周知をおこなっている。

○

8
イ．地域自立支
援協議会の運
営

 関係機関で構成する府中市障害者等
地域自立支援協議会において、個別
支援会議等から見えてくる地域の課題
を共有することで、相談支援機能の向
上を図る

障害者福祉課

委員数　　18名
開催日　　①6月24日 ②10月29日 ③3月25日
主な議題
相談支援体制について
心身障害者福祉センター事業の検討　等

○

委員数　　18名
開催日　　①6月24日 ②9月24日 ③12月16日
主な議題
相談支援体制について
 心身障害者福祉センター事業の検討 等

○

委員数　　18名
開催日　　①6月29日 ②8月25日 ③2月16日
主な議題
ライフステージの変化に対応する支援につい
て　等

○

委員数　 18名
開催日 　①6月14日 ②11月1日 ③2月14日
主な議題
ライフステージの変化に対応する支援のため
のツ-ル作成について
災害時の対策について等

○

委員数　 18名
開催日 　①7月4日 ②11月21日 ③2月20日
主な議題
ライフステージの変化に対応する支援のため
のツール作成について
サービス利用計画作成のための方策について
等

○

委員数　 18名
開催日　 ①5月1日 ②11月27日 ③1月29日
主な議題
障害啓発のためのリーフレット作成について
相談支援の場所確保や質の向上ついての方
策等

○

9
ウ．相談支援従
事者の育成・確
保

 障害のある人がサービスを選択・決
定・利用するうえで、利用者の立場に
立った適切な支援を行うため、社会福
祉法人、ＮＰＯ等と連携して相談支援
従事者の育成・確保に努める

障害者福祉課

　「み～な」「あけぼの」「プラザ」に対し、国や都
からの情報提供を積極的に行い、相談支援従
事者のスキルアップに努めた。

○ 同左 ○ 同左 ○
「み～な」「あけぼの」「プラザ」に対し、国や都
からの情報提供を積極的に行い、相談支援従
事者のスキルアップに努めた。

○
前年に引き続き「み～な」「あけぼの」「プラザ」
に対し、国や都からの情報提供を積極的に行
い、相談支援従事者のスキルアップに努めた。

○
前年に引き続き「み～な」「あけぼの」「プラザ」
に対し、国や都からの情報提供を積極的に行
い、相談支援従事者のスキルアップに努めた。

○

10
②ピアカウン
セリングの充
実

ピアカウンセリ
ングの充実

 自己の経験に基づき同じ悩みを持つ
人に対して助言を行い、問題の解決を
図るピアカウンセリングを充実するととも
に、ピアカウンセラーの育成を支援する

障害者福祉課

■「み～な」、「あけぼの」においてピアカウンセ
リングを実施。
＊み～な…相談件数91件（計97人）（月2回）
　　　ピアカウンセリング懇親会27回（計61人）
＊あけぼの…相談件数10件（計10人）（月4回）

■身体・知的障害者相談員による相談を実
施。
相談員数…11人　相談件数…276件
相談員のスキルアップのための研修会を11月
に開催（出席者7人）

■当事者主体エンパワメント事業等に取り組む
団体「ＣＩＬふちゅう」に対し、「府中市障害者参
加型サービス事業補助金」として事業費補助
金を交付した。

○

■「み～な」、「あけぼの」においてピアカウンセ
リングを実施。
＊み～な…相談件数109件（計110人）（月2
回）
　　  ピアカウンセリング懇親会27回（計61人）
＊あけぼの…相談件数10件（計10人）（月4回）

■身体・知的障害者相談員による相談を実
施。
相談員数…11人　相談件数…176件
相談員のスキルアップのための研修会を10月
に開催（出席者10人）

■当事者主体エンパワメント事業等に取り組む
団体「ＣＩＬふちゅう」に対し、「府中市障害者参
加型サービス事業補助金」として事業費補助
金を交付した。

○

■「み～な」、「あけぼの」においてピアカウンセ
リングを実施。
＊み～な…相談件数77件（計81人）（月2回）
　　　ピアカウンセリング懇親会27回（計62人）
＊あけぼの…相談件数10件（計10人）（月4回）

■身体・知的障害者相談員による相談を実
施。
相談員数…11人　相談件数…98件
相談員のスキルアップのための研修会を10月
に開催（出席者8人）

■当事者主体エンパワメント事業等に取り組む
団体「ＣＩＬふちゅう」に対し、「府中市障害者参
加型サービス事業補助金」として事業費補助
金を交付した。

○

■「み～な」、「あけぼの」においてピアカウンセ
リングを実施。
＊み～な…相談件数74件（計78人）（月2回）
　　　ピアカウンセリング懇親会26回（計43人）
＊あけぼの…相談件数　2件（計　2人）

■身体・知的障害者相談員による相談を実
施。
相談員数…11人　相談件数… 124件
相談員のスキルアップのための研修会を1月に
開催　（出席者9人）

■当事者主体エンパワメント事業等に取り組む
団体「ＣＩＬふちゅう」に対し、「府中市障害者参
加型サービス事業補助金」として事業費補助
金を交付した。

○

■「み～な」、「あけぼの」においてピアカウンセ
リングを実施。
＊み～な…相談件数２８件（計３２人）（月２回）
　　　ピアカウンセリング懇親会２８回（計７４人）
＊あけぼの…相談件数　０件（計　０人）

■身体・知的障害者相談員による相談を実
施。
相談員数…11人　相談件数… 157件
相談員のスキルアップのための研修会を１月に
開催　（出席者 ６人）

■当事者主体エンパワメント事業等に取り組む
団体「ＣＩＬふちゅう」に対し、「府中市障害者参
加型サービス事業補助金」として事業費補助
金を交付した。

○

■「み～な」、「あけぼの」においてピアカウンセ
リングを実施。
＊み～な…相談件数60件
　　　ピアカウンセリング懇親会２８回（計135人）
＊あけぼの…相談件数　０件（計　０人）

■身体・知的障害者相談員による相談を実
施。
相談員数…11人　相談件数… 41件
相談員のスキルアップのための研修会を１月に
開催　（出席者 ７人）

■「府中市障害者参加型サービス事業補助
金」の交付実績はなし。

○

11
ア．権利擁護
事業の充実
　（再掲）

 福祉サービスの適切な利用を支援し
たり、認知症高齢者等判断能力が不十
分な人などに対しての地域福祉権利擁
護事業（日常生活自立支援事業）及び
成年後見制度の利用支援や助言を行
う、福祉サービス利用援助事業や府中
市権利擁護センター事業を充実させる

地域福祉推進課

■福祉サービス利用者総合支援事業
　利用者ｻﾎﾟｰﾄ…296件
　福祉ｻｰﾋﾞｽ利用支援…85件
　専門相談及び苦情対応・調整…321件
　成年後見制度利用促進…923件
■権利擁護センター事業
　運営委員会の開催…2回
　事例検討会の開催…7回
　後見人支援会議…3回
　成年後見制度学習会…5回
　成年後見制度普及啓発講演会…3回

○

■福祉サービス利用者総合支援事業
　利用者ｻﾎﾟｰﾄ…150件
　福祉ｻｰﾋﾞｽ利用支援…56件
　専門相談及び苦情対応・調整…290件
　成年後見制度利用促進…956件
■権利擁護センター事業
　運営委員会の開催…1回
　事例検討会の開催…7回
　後見人支援会議…2回
　成年後見制度学習会…6回
　成年後見制度普及啓発講演会…3回

○

■福祉サービス利用者総合支援事業
　利用者ｻﾎﾟｰﾄ…175件
  福祉ｻｰﾋﾞｽ利用支援…20件
　専門相談及び苦情対応・調整…316件
　成年後見制度利用促進…1050件
■権利擁護センター事業
　運営委員会の開催…2回
　事例検討会の開催…8回
　後見人支援会議…3回
　成年後見制度学習会…6回
　成年後見制度普及啓発講演会…2回

○

■福祉サービス利用者総合支援事業
　利用者ｻﾎﾟｰﾄ…193件
　福祉ｻｰﾋﾞｽ利用支援…6件
　専門相談及び苦情対応・調整…224件
　成年後見制度利用促進…1,097件
■権利擁護センター事業
　運営委員会の開催…2回
　事例検討会の開催…6回
　後見人支援会議…2回
　成年後見制度学習会…5回
　成年後見制度普及啓発講演会…4回

○

■福祉サービス利用者総合支援事業
　利用者ｻﾎﾟｰﾄ…388件
　福祉ｻｰﾋﾞｽ利用支援…10件
　専門相談及び苦情対応・調整…105件
　成年後見制度利用促進…922件
■権利擁護センター事業
　運営委員会の開催…2回
　事例検討会の開催…4回
　後見人支援会議…2回
　成年後見制度学習会…5回
　成年後見制度普及啓発講演会…1回

○

■福祉サービス利用者総合支援事業
　利用者ｻﾎﾟｰﾄ…329件
　福祉ｻｰﾋﾞｽ利用支援…2件
　専門相談及び苦情対応・調整…125件
　成年後見制度利用促進…1160件
■権利擁護センター事業
　運営委員会の開催…2回
　事例検討会の開催…6回
　成年後見制度入門講座…5回
　成年後見制度普及啓発講演会…1回

○

12 イ．虐待の防止

 障害のある人への虐待を未然に防止
するため、府中市障害者等地域自立
支援協議会を運営し、関係機関との連
携を強化する

障害者福祉課 　管理番号8と重複 　管理番号8と重複 　管理番号8と重複 管理番号8と重複 管理番号8と重複 管理番号8と重複

（３）障害福祉サービスの質の向上・確保

13
①利用しやす
いサービス情
報の提供

福祉サービス
第三者評価制
度の普及・促進
（再掲）

評価機関がサービス提供事業者の
サービス内容などを評価し公表する、
福祉サービス第三者評価制度の普及
を促進し、サービスの質の確保に努め
るとともに、利用者がサービスの選択を
する際に目安となるよう情報を提供する

地域福祉推進課

高齢者サービス　　　　　 　　　　　　8団体
障害者サービス　　　　　　　　　　 　1団体
認可保育所　　　　　　　　　　　　　　1団体
認知症高齢者グループホーム　 　5団体

○

高齢者サービス　                         8団体
障害者サービス                      　   1団体
認証保育所　                              1団体
認可保育所                           　   1団体
認知症高齢者グループホーム　    5団体

○

障害者福祉施設　　　　　　　　　１３施設
高齢者サービス　                          4団体
認証保育所                                　3団体
小規模多機能型居宅介護　           2団体
認知症高齢者グループホーム　      7団体

○

障害者福祉施設　　　　　　　　　１０施設
高齢者サービス　                           7団体
認証保育所                              　   4団体
小規模多機能型居宅介護　            2団体
認知症高齢者グループホーム　       6団体

○

障害者福祉施設　　　　　　　　　１０施設
高齢者サービス　                           8団体
認証保育所                              　   5団体
小規模多機能型居宅介護　            2団体
認知症高齢者グループホーム　       5団体

○

障害者福祉施設　　　　　　　　　１２施設
高齢者サービス　                          ７団体
認証保育所                              　  ４団体
認可保育所                              　  １団体
小規模多機能型居宅介護　           ３団体
認知症高齢者グループホーム　       ９団体

○

14

②サービス提
供に携わる事
業所・人材の
育成

ア．サービス提
供に携わる事
業所の育成

地域で活動しているさまざまな団体や
ＮＰＯ等を障害福祉サービス提供事業
所として育成するなど、サービス提供事
業所の育成を図る

障害者福祉課

　精神障害者を主な対象者とする作業所「プロ
ジェクツけやきのもり」が障害福祉サービス提
供事業所へ移行するにあたり、情報提供や助
言を行った。また、その他の自立支援法外で
運営する作業所等に対しても、同じく情報提供
を行った。

○

　身体障害者を主な対象者とする作業所「こむ
ぎ工房」が障害福祉サービス提供事業所へ移
行するにあたり、情報提供や助言を行った。ま
た、その他の自立支援法外で運営する作業所
等に対しても、同じく情報提供を行った。

○

　自立支援法外で運営する作業所等に対し
て、障害福祉サービス提供事業所への円滑な
移行を促進するよう、情報提供や助言を行っ
た。

○

自立支援法外で運営する小規模作業所「たん
ぽぽの家」「わかたけ作業所」に対して、情報
提供や助言を行い、障害福祉サービス提供事
業所への円滑な移行につなげた。

○
法内移行を目指す事業所「根っこクラブ」「フ
ラッグス」に対し、情報提供や助言を行った。

○
法内移行を目指す事業所「ポップシップ」に対
し、情報提供や助言を行った。

○

①相談体制の
充実

③権利擁護事
業の充実

- 2 -



管理
番号 施策 事業 事業内容 担当課 平成２１年度事業実績 進捗状況 平成２２年度事業実績 進捗状況 平成２３年度事業実績 進捗状況 平成２４年度事業実績 進捗状況 平成２５年度事業実績 進捗状況 平成２６年度事業実績 進捗状況 備考

・ 高齢者や児童などの各種福祉分野
に携わる人材に対し障害分野の理解を
深める研修を実施するとともに、移動支
援・コミュニケーション支援など幅広い
支援を行う人材の育成を図る

地域福祉推進課

（社協）

養成研修　（訪問介護員（2級課程）39名、難病
患者等ホームヘルパー51名、視覚障害者等
移動介護従業者17名修了）
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修　　　　　　2研修
講演会　　　　　　　　　　　　　1回
再就職支援面接会開催　 　1回
関係者研修　　　　　　　　　　2回
運営委員会の開催
　企画調整会議　　 　 12名　4回
　担当者会議    　 　　11名　4回

○

養成研修　（訪問介護員（2級課程）33名、難病
患者等ホームヘルパー44名、視覚障害者等
移動介護従業者15名修了）
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修　2研修(1研修は震災の影響で
中止）
講演会                          　1回
再就職支援面接会開催 　  1回
関係者研修　                   2回
運営委員会の開催
　企画調整会議　   　12名　4回
　担当者会議　　   　 11名　3回

○

養成研修　（訪問介護員（2級課程）36名、難病
患者等ホームヘルパー44名、視覚障害者等
移動介護従業者15名修了）
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ研修　                2回
講演会                           　1回
再就職支援面接会開催       1回
関係者研修　                     2回
運営委員会の開催
　企画調整会議　     　12名　4回
　担当者会議　　    　  11名　4回

○

養成研修（訪問介護員２級課程19名、難病患
者等ホームヘルパー28名、視覚障害者移動
支援従事者13名修了）
フォローアップ研修　　　　２回
精神保健福祉研修　　　　１回
介護支援専門員研修　　 １回
スキルアップ研修           １回
再就職支援面接会開催　１回
関係者研修　　　　　　　　 １回
運営委員会の開催
　　企画調整会議　11名　３回
　　担当者会議　　 11名　３回

○

フォローアップ研修　　　　3回
精神保健福祉研修　　　　1回
再就職支援面接会開催　1回
関係者研修　　　　　　　　 1回
介護に関する研修　　　　 2回
府中市地域福祉リーダー研修　７回
運営委員会の開催
　　企画調整会議　11名　2回
　　担当者会議　　 11名　2回

○
委託事業の見直しに伴い、平成２５年度をもっ
て事業を廃止した。 －

・ ホームヘルパーの確保のため、介護
給付費の報酬の引き上げなどを国や
東京都に要請する

障害者福祉課

　課長会を通じて要望を続けてきた結果、平成
21年4月より、介護給付費・訓練等給付費の単
価が平均5.1％アップした。また国の事業として
「障害福祉サービス等従事職員のための処遇
改善助成金事業」も開始された。

○
　課長会を通じて要望は続けているが、平成22
年度は特に変化はなかった。

○
　課長会を通じて要望は続けているが、平成23
年度は特に変化はなかった。

○
　東京都市障害担当課長会を通じて要望を続
けてきた結果、平成24年4月より、障害福祉
サービス等報酬が平均２．０％アップした。

○
　東京都市障害担当課長会を通じて要望は続
けているが、平成25年度は特に変化はなかっ
た。

○
東京都市障害担当課長会を通じて要望は続
けているが、平成26年度は特に変化はなかっ
た。

○

16
③障害者福祉
施設の体系化

ア．障害者福
祉施設の体系
化

利用者が自分にあったサービスを選択
できるよう、通所授産施設や作業所等
の障害者自立支援法に基づく新体系
サービスへの移行に伴い、各施設の専
門性を高め、体系化が図られるよう支
援する

障害者福祉課

　市内施設等のサービス種別を勘案しながら、
需要に対し供給が不足しているサービスを中
心に、施設整備を進めていく
（　「（社福）仁和会　さくらの杜」　「（社福）えり
じあ福祉会　西府いこいプラザ」等）

○

　市内施設等のサービス種別を勘案しながら、
需要に対し供給が不足しているサービスを中
心に、施設整備を進めていく
　（社福）えりじあ福祉会　西府いこいプラザ　２
２年９月開所、（社福）仁和会　さくらの杜　２３
年４月開所

○

　市内施設等のサービス種別を勘案しながら、
需要に対し供給が不足しているサービスを中
心に、施設整備を進めていく
　（社福）あけぼの福祉会　ワークセンターこむ
たん

○

　市内施設等のサービス種別を勘案しながら、
需要に対し供給が不足しているサービスを中
心に、施設整備補助を実施した。
　平成23年度より施設整備を進める　（社福）あ
けぼの福祉会　ワークセンターこむたんが２４
年10月開所。

○

市内施設等のサービス種別を勘案しながら、
需要に対し供給が不足しているサービスを中
心に、施設整備を進めているが、今年度は相
談及び整備実績なし。

○

市内施設等のサービス種別を勘案しながら、
需要に対し供給が不足しているサービスを中
心に、施設整備を進めているが、今年度は相
談及び整備実績なし。

○

（４）障害のある人の参加の促進

17
①障害のある
人の参加によ
る計画の推進

計画の点検評
価

　障害者計画の推進について、サービ
スの利用者が参加した府中市障害者
計画推進協議会で点検、評価する

障害者福祉課

委員数　18名
開催日　①10月14日　②3月5日
主な議題　障害者計画等の評価方法について
等

○

委員数　18名
開催日　①7月28日　②11月17日　③3月25日
主な議題　障害者計画等の進行管理及び評
価について等

○

委員数　18名
開催日　①7月22日　②10月7日　③11月18日
　　　　    ④12月14日⑤1月26日　⑥2月22日
主な議題　障害者計画等の進行管理及び第３
期障害福祉計画案の策定について等

○

委員数　18名
開催日　①8月31日 ②12月21日 ③2月22日
主な議題
障害者計画等の進行管理及び評価について
等

○

委員数　18名
開催日　①7月26日　②8月23日　③9月13日
　　　　　 ④12月20日　　⑤3月19日
主な議題
障害者計画等の進行管理及び評価につい
て、アンケート調査及びグループインタビュー
調査について等

○

委員数　18名
開催日　①4月23日 ②5月23日 ③6月27日
　　　　　 ④7月18日 ⑤9月12日 ⑥10月24日
            ⑦11月28日 ⑧12月24日
主な議題
障害者計画等の進行管理及び評価につい
て、障害者計画・障害福祉計画（第４期）の策
定について等

○

18
②団体・機関
のネットワーク
化

団体・機関の
ネットワーク構
築

　府中市障害者等地域自立支援協議
会を運営し、障害のある人や家族、支
援団体、社会福祉法人などと行政がと
もに福祉施策のあり方などについて考
え、相互に支援・交流を図ることができ
るようネットワークの構築を図る

障害者福祉課 　管理番号8と重複 　管理番号8と重複 管理番号8と重複 管理番号8と重複 管理番号8と重複 管理番号8と重複

19
ア．自主グルー
プ活動への支
援

　同じ悩みを持つ人たちが互いに相談
しあい、解決を図るピアカウンセリング
の人材を育成するなど、障害のある人
が行う自主グループ活動への支援を行
う

障害者福祉課

当事者主体エンパワメント事業等に取り組む団
体「ＣＩＬふちゅう」に対し、「府中市障害者参加
型サービス事業補助金」として事業費補助金を
交付した。

○ 同左 ○ 同左 ○

当事者主体エンパワメント事業等に取り組む団
体「CILふちゅう」に対し、「府中市障害者参加
型サービス事業補助金」として事業費補助金を
交付した。

○

当事者主体エンパワメント事業等に取り組む団
体「CILふちゅう」に対し、「府中市障害者参加
型サービス事業補助金」として事業費補助金を
交付した。

○
自主グループ活動は継続しているが、事業費
補助金の交付実績はなし。

×

20
イ．当事者団
体・家族会の活
動への支援

　当事者や家族が相互に情報交換す
るとともに、主体的な活動を行い、地域
福祉に貢献できるよう、当事者団体や
家族会の活動を支援する

障害者福祉課

　市内の9団体に対して事業費補助金を交付
し、活動を支援した。

①身体障害者福祉協会　②肢体不自由児者
父母の会　③きすげの会　④精神障害者を守
る家族会　⑤自閉症児・者親の会　⑥聴覚障
害者協会　⑦パーキンソン病友の会　⑧視覚
障害者福祉協会　⑨進行性筋萎縮症協会

○ 同左 ○ 同左 ○

　市内の10団体に対して事業費補助金を交付
し、活動を支援した。

①身体障害者福祉協会　②肢体不自由児者
父母の会　③きすげの会　④精神障害者を守
る家族会　⑤自閉症児・者親の会　⑥聴覚障
害者協会　⑦パーキンソン病友の会　⑧視覚
障害者福祉協会　⑨進行性筋萎縮症協会⑩
みまもりサークルメロディ

○

　市内の9団体に対して事業費補助金を交付
し、活動を支援した。

①身体障害者福祉協会　②肢体不自由児者
父母の会　③きすげの会　④精神障害者を守
る家族会　⑤自閉症児・者親の会　⑥聴覚障
害者協会　⑦パーキンソン病友の会　⑧視覚
障害者福祉協会　⑨進行性筋萎縮症協会

○

　市内の10団体に対して事業費補助金を交付
し、活動を支援した。

①身体障害者福祉協会　②肢体不自由児者
父母の会　③きすげの会　④精神障害者を守
る家族会　⑤自閉症児・者親の会　⑥聴覚障
害者協会　⑦パーキンソン病友の会　⑧視覚
障害者福祉協会　⑨進行性筋萎縮症協会⑩
虹色てんとう虫

○

２．安心して暮らし続けるために
（１）在宅サービスの充実

21

ア．居宅介護・
重度訪問介護・
行動援護・重度
障害者等包括
支援（自立支援
給付）

　身体介護や家事援助などの日常生
活の支援が必要な障害のある人に、
ホームヘルプサービス・ガイドヘルプ
サービスを給付し、地域生活を支援す
る

障害者福祉課

＜実利用者数と利用時間＞
■居宅介護（身体介護・家事援助・通院等介
助）
　…285人　83,394時間
■重度訪問介護…48人　248,812時間
■行動援護…2人　461時間
■重度障害者等包括支援…支給決定者なし

○

＜実利用者数と利用時間＞
■居宅介護（身体介護・家事援助・通院等介
助）
　…307人　92,272.5時間
■重度訪問介護…49人　257,122.5時間
■行動援護…5人　682.5時間
■重度障害者等包括支援…支給決定者なし

○

＜実利用者数と利用時間＞
■居宅介護（身体介護・家事援助・通院等介
助）
　…344人　103,580.5時間
■重度訪問介護…54人　286,511時間
■同行援護…29人　2,149時間
■行動援護…  7人　1,263時間
■重度障害者等包括支援…支給決定者なし

○

〈実利用者数と利用時間〉
■居宅介護（身体介護・家事援助・通院等介
助）
　　…362人　101,423.75時間
■重度訪問介護…56人　309,031時間
■同行援護…32人　5,768.5時間
■行動援護…10人　2,032.5時間
■重度障害者等包括支援…支給決定者なし

○

〈実利用者数と利用時間〉
■居宅介護（身体介護・家事援助・通院等介
助）
　　…369人　92,368時間
■重度訪問介護…56人　327,701時間
■同行援護…35人　6,431.5時間
■行動援護…11人　2,379.5時間
■重度障害者等包括支援…支給決定者なし

○

〈実利用者数と利用時間〉
■居宅介護（身体介護・家事援助・通院等介
助）
　　…366人　89,130.7時間
■重度訪問介護…65人　352,703.5時間
■同行援護…41人　7,706.5時間
■行動援護…10人　2,381時間
■重度障害者等包括支援…支給決定者なし

○

22
イ．移動支援事
業（地域生活支
援事業）

　外出する際の支援が必要な障害のあ
る人に、ガイドヘルプサービスを給付
し、地域生活を支援する

障害者福祉課

＜実利用者数と利用時間＞
　237人  23,221時間

　21年度から、通っている小学校と離れた場所
の学童へ通う児童について、要件に基づき支
給対象とした。

○

＜実利用者数と利用時間＞
　277人　30,432時間

  22年度から、小中学校の登下校について、ひ
とり親就労家庭などを限定的に支給対象とし
た。

○

<実利用者数と利用時間>
　302人　31,607時間

　23年度の10月から、障害者自立支援法の改
正に伴い、視覚障害者の外出支援に関して
は、自立支援給付の同行援護としてサービス
が提供されることとなった。

○
〈実利用者数と利用時間〉
　315人　36,457.5時間

○
〈実利用者数と利用時間〉
　370人　43,689.5時間

○
〈実利用者数と利用時間〉
　376人　43,493時間

○

23
ウ．難病患者
ホームヘルプ
サービス

　ホームヘルパーを派遣し、家事援助
や介護等を必要とする難病患者を支援
する

障害者福祉課
＜実利用者数と利用時間＞
■家事援助…1人　73.5時間

○
＜実利用者数と利用時間＞
■家事援助…1人　78.0時間

○
＜実利用者数と利用時間＞
■家事援助…2人　93.0時間

○
＜実利用者数と利用時間＞
■家事援助…2人　93.5時間

○
平成25年度から障害者総合支援法の自立支
援給付の対象に難病患者等が加わったため、
廃止した。

- 同左 -

24
ア．生活介護
（自立支援給
付）

　常に介護を必要とする障害のある人
に、介護等を行うとともに、創作的活動
や生産活動の機会を提供し、地域生活
を支援する

障害者福祉課
＜実利用者数と利用日数＞
　194人　　29,576日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　298人　　56,367日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　458人　　84,212日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　520人　　103,770日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　522人　　107,211日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　520人　　108,957日

○

25

イ．自立訓練
（機能訓練・生
活訓練）（自立
支援給付）

　障害のある人が自立した日常生活や
社会生活ができるよう、一定期間、身体
機能や生活能力の向上のために必要
な訓練の機会を提供し、地域生活を支
援する

障害者福祉課

＜実利用者数と利用日数＞
■自立訓練（機能訓練）…支給決定者なし
■自立訓練（生活訓練）…2人　330日

○
＜実利用者数と利用日数＞
■自立訓練（機能訓練）…支給決定者なし
■自立訓練（生活訓練）…3人　386日

○
＜実利用者数と利用日数＞
■自立訓練（機能訓練）…支給決定者なし
■自立訓練（生活訓練）…9人　890日

○

＜実利用者数と利用日数＞
■自立訓練（機能訓練）…　2人　　160日
■自立訓練（生活訓練）…20人　1,526日
■宿泊型自立訓練・・・6人　　1641日

○

＜実利用者数と利用日数＞
■自立訓練（機能訓練）…　4人　　255日
■自立訓練（生活訓練）…29人　1,962日
■宿泊型自立訓練・・・5人　　1,256日

○

＜実利用者数と利用日数＞
■自立訓練（機能訓練）…　4人　　234日
■自立訓練（生活訓練）…30人　1,985日
■宿泊型自立訓練・・・3人　　919日

○

26
ウ．就労移行支
援（自立支援給
付）

　一般企業等への就労を希望する障害
のある人に、一定期間、就労に必要な
知識及び能力の向上のために必要な
訓練の機会を提供し、就労への移行を
支援する

障害者福祉課
＜実利用者数と利用日数＞
　41人　5,348日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　60人　4,995日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　82人　7,764日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　107人　10,994日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　85人　9,672日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　89人　11,064日

○

15

②サービス提
供に携わる事
業所・人材の
育成

②日中活動の
場の充実

イ．サービス提
供に携わる人
材の育成

③自主活動へ
の支援

①ホームヘル
プサービスの
充実

- 3 -
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27
エ．就労継続
支援（Ａ型・Ｂ
型）

　一般企業等での就労が困難な障害
のある人に、働く場を提供するととも
に、知識や能力の向上のために必要な
訓練の機会を提供し、地域生活を支援
する

障害者福祉課

＜実利用者数と利用日数＞
■就労継続支援Ａ型…3人　448日
■就労継続支援Ｂ型…155人　19,861日

○
＜実利用者数と利用日数＞
■就労継続支援Ａ型…8人　1,284日
■就労継続支援Ｂ型…225人　26,030日

○
＜実利用者数と利用日数＞
■就労継続支援Ａ型…13人　2,433日
■就労継続支援Ｂ型…313人　40,172日

○
＜実利用者数と利用日数＞
■就労継続支援Ａ型…16人　2,891日
■就労継続支援Ｂ型…417人　49,940日

○
＜実利用者数と利用日数＞
■就労継続支援Ａ型…25人　3,537日
■就労継続支援Ｂ型…421人　57,721日

○
＜実利用者数と利用日数＞
■就労継続支援Ａ型…33人　6,111日
■就労継続支援Ｂ型…438人　60,588日

○

28
オ．療養介護
（自立支援給
付）

　医療と常時介護を必要とする障害の
ある人に、医療機関で機能訓練、療養
上の管理、看護、介護及び日常生活の
支援を行う療養介護を給付し、日中活
動を支援する

障害者福祉課
＜実利用者数と利用日数＞
　1人　365日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　1人　365日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　1人 366日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　31人 10,345日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　32人 11,372日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　32人 11,366日

○

29
カ．児童デイ
サービス（自立
支援給付）

　療育が必要な子どもに、日常生活に
おける基本的な動作の指導、集団生活
への適応訓練等の適切な療育を行い、
健全な育成を支援する

障害者福祉課

＜実利用者数と利用日数＞
　44人　5,343日
　（うち心身障害者福祉センター「あゆの子」利
用分は5,263日）

○

＜実利用者数と利用日数＞
　65人　5,060日
　（うち心身障害者福祉センター「あゆの子」利
用分は4,826日）

○

＜実利用者数と利用日数＞
　78人　8,309日
　（うち心身障害者福祉センター「あゆの子」利
用分は5,328日）

○

＜実利用者数と利用日数＞
　58人　634日（うち「あゆの子」利用分は380
日）
※法改正により児童デイサービスは24年3月分
のみ。
24年4月から25年2月までの児童福祉法に基づ
くサービスの実績は、以下のとおり。
児童発達支援　　43人　6,206日（うち「あゆの
子」利用分は4,413日）
医療型児童発達支援　　27人　1,875日
放課後等デイサービス　　89人　4,132日

○

＜実利用者数と利用日数＞
児童発達支援　　83人　7,976日
医療型児童発達支援　　34人　1,778日
放課後等デイサービス　　194人　12,502日
※放課後等デイサービスの施設増加に伴い、
実績が増加している。

○

＜実利用者数と利用日数＞
児童発達支援　　95人　7,926日
医療型児童発達支援　　30人　1,452日
放課後等デイサービス　　257人　19,475日
※放課後等デイサービスの施設増加に伴い、
実績が増加している。

○

30
キ．短期入所
（自立支援給
付）

　自宅で介護する人が病気の場合な
ど、短期間、夜間も含め、施設で介護
等を行い、障害のある人の地域生活を
支援する

障害者福祉課
＜実利用者数と利用日数＞
　151人　3,255日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　188人　5,023日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　207人　5,985日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　225人　6,992日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　213人　6,575日

○
＜実利用者数と利用日数＞
　249人　7,511日

○

31
ク．精神障害者
複合施設の整
備支援

　精神障害者を対象とする共同生活介
護・短期入所・就労継続支援（A 型）の
機能を有する複合施設の整備を支援
する

障害者福祉課

■（社福）えりじあ福祉会「西府いこいプラザ」
　施設整備費のうち、国庫補助金、都補助金を
除く法人負担分の2分の1の補助。平成21年度
から平成22年度にかけて建設。

○

■（社福）えりじあ福祉会「西府いこいプラザ」
　施設整備費のうち、国庫補助金、都補助金を
除く法人負担分の2分の1の補助。平成22年9
月10日開所。

○ 平成22年度に完了。 ○ 平成22年度に完了。 ○ 平成22年度に完了。 ○ 平成22年度に完了。 ○

32

ケ．心身障害
者福祉セン
ターの機能の
充実

　今後増加が見込まれるニーズに対応
するため、心身障害者福祉センターの
あり方を見直し、施設・機能の充実を図
る

障害者福祉課

■心障センターで実施している全11事業につ
いて、第三者評価を実施した。

■地域自立支援協議会において「心身障害者
福祉センター事業検討専門部会」を設置し、施
設・機能のあり方を検討した。

○

■心障センターで実施している事業のうち、児
童デイサービス事業について第三者評価を実
施した。

■地域自立支援協議会において「心身障害者
福祉センター事業検討専門部会」を設置し、施
設・機能のあり方を検討した。

○

■心障センターで実施している事業のうち、児
童デイサービス事業について第三者評価を実
施した。
　特別支援学校在校生の状況、福祉サービス
の需要と供給の動向等を勘案して、センター事
業の見直し等を引き続き検討していく。

○

　心障センターで実施している事業のうち、生
活介護事業について第三者評価を実施した。
　特別支援学校在校生の状況、福祉サービス
の需要と供給の動向等を勘案して、センター事
業の見直し等を引き続き検討していく。

○

　心障センターで実施している事業のうち、生
活介護事業では、営業日数を増やし家族の介
護負担の軽減に努めた。
　機能訓練事業について第三者評価を実施し
た。
　子ども発達支援事業では、個別相談の充実
及び保育所等の訪問支援を開始し、地域での
発達支援の取組みを開始した。

○

　心障センターで実施している事業のうち、生
活介護事業では、新たな医療的ケアに対応す
るための体制整備に取り組んだ。
　児童発達支援事業について第三者評価を実
施した。
　子ども発達支援事業では、外来グループをさ
らに増やし、事業の強化を図った。

○

33

コ．未利用都有
地等の有効活
用に向けた検
討

　東京都の住宅施策・福祉施策等にお
ける施設整備・移転等に伴い生じる未
利用都有地等の有効活用を検討する

障害者福祉課 都からの募集がなかった。 - 同左 - 同左 - 都からの募集がなかった。 -
検討は1件行ったが、活用にはいたらなかっ
た。

○
検討は1件行ったが、活用にはいたらなかっ
た。

○

34
ア．補装具の交
付（自立支援給
付）

　障害の状況に応じた適切な相談とあ
わせ、補装具を交付し、自立支援の促
進を図る

障害者福祉課

■補装具の購入・修理に要する費用を給付し
た。なお、原則として購入・修理価格の１割が
利用者負担となるところ、利用者負担分を市が
全額助成し、利用者負担が発生しないように努
めた。

＊成人補装具（購入）　　255件
　装具（下肢・靴型等）87件、補聴器86件、車
いす49件他
＊成人補装具（修理）　　269件
　車いす113件、装具（下肢・靴型等）84件、補
聴器45件他
＊児童補装具（購入）　　209件
　装具（下肢・靴型等）120件、座位保持装置34
件、車いす25件他
＊児童補装具（修理） 　　111件
　補聴器58件、座位保持装置20件、装具（下
肢・靴型等）15件、車いす13件他

○

■平成２１年度と同様に、補装具の購入・修理
に要する費用を給付した。

＊成人補装具（購入）　　245件
　装具（下肢・靴型等）71件、補聴器97件、車
いす17件他
＊成人補装具（修理）　　247件
　装具（下肢・靴型等）71件、補聴器56件、 車
いす67件他
＊児童補装具（購入）　　186件
　装具（下肢・靴型等）126件、補聴器10件、 車
いす17件他
＊児童補装具（修理） 　　98件
　装具（下肢・靴型等）20件、補聴器49件、 車
いす14件他

○

■平成２２年度と同様に、補装具の購入・修理
に要する費用を給付した。

＊成人補装具（購入）　　273件
　装具（下肢・靴型等）106件、補聴器79件、車
いす26件他
＊成人補装具（修理）　　257件
　車いす75件、装具（下肢・靴型等）71件、電
動車いす46件、補聴器40件他
＊児童補装具（購入）　　221件
　装具（下肢・靴型等）123件、座位保持装置29
件、補聴器25件、車いす20件他
＊児童補装具（修理）　　121件
　補聴器57件、車いす22件、座位保持装置21
件、 装具（下肢・靴型等）19件他

○

■平成２３年度と同様に、補装具の購入・修理
に要する費用を給付した。

＊成人補装具（購入）　　297件
　装具（下肢・靴型等）101件、補聴器88件、車
いす39件　他
＊成人補装具（修理）　　237件
　車いす85件、装具（下肢・靴型等）67件、電
動車いす35件、補聴器55件　他
＊児童補装具（購入）　　144件
　装具（下肢・靴型等）118件、座位保持装置14
件、補聴器18件、車いす18件　他
＊児童補装具（修理）　　76件
　補聴器60件、車いす16件　他

○

■平成２４年度と同様に、補装具の購入・修理
に要する費用を給付した。

＊成人補装具（購入）　　254件
　装具（下肢・靴型等）82件、補聴器66件、車
椅子30件　他
＊成人補装具（修理）　　242件
　装具（下肢・靴型等）65件、補聴器42件、車
椅子57件、電動車椅子29件　他
＊児童補装具（購入）　　136件
　装具（下肢・靴型等）68件、座位保持装置22
件、車椅子29件　他
＊児童補装具（修理）　　 77件
　補聴器29件、座位保持装置20件、車椅子18
件　他

○

■平成２５年度と同様に、補装具の購入・修理
に要する費用を給付した。

＊成人補装具（購入）　　254件
　装具（下肢・靴型等）87件、補聴器70件、車
椅子25件、電動車椅子12件　他
＊成人補装具（修理）　　233件
　装具（下肢・靴型等）54件、補聴器37件、車
椅子71件、電動車椅子24件　他
＊児童補装具（購入）　　139件
　装具（下肢・靴型等）81件、車椅子15件、座
位保持装置25件 　他
＊児童補装具（修理）　　 100件
　補聴器38件、座位保持装置30件、車椅子17
件　他
＊難病補装具（購入・修理）　4件
　車椅子2件、歩行補助つえ2件

○

○○

■平成２２年度と同様に、日常生活を容易にす
るための各種用具を給付した。

日常生活用具成人　174件
日常生活用具児童　34件
ストマ等給付成人分　2,909件
ストマ等給付児童分　346件
居宅生活動作補助用具（住宅・小規模改修）
11件

（主な給付品目）
特殊寝台、移動用リフト、電気式たん吸引器、
点字ディスプレイ、視覚障害者用拡大読書器、
蓄尿袋、蓄便袋、紙おむつ

■平成２１・２２年度と同様に、市の単独事業と
しておむつ等を給付した。

おむつ給付　3,043件
特殊寝台貸与　15件

イ．日常生活用
具の給付
　（地域生活支
援事業）

　障害の状況に応じた適切な相談とあ
わせ、日常生活用具を給付し、日常生
活の利便性の向上を図る

○

■平成２３年度と同様に、日常生活を容易にす
るための各種用具を給付した。

日常生活用具成人　174件
日常生活用具児童　41件
ストマ等給付成人分　3,015件
ストマ等給付児童分　372件
居宅生活動作補助用具（住宅・小規模改修）
13件

（主な給付品目）
特殊寝台、移動用リフト、電気式たん吸引器、
点字ディスプレイ、視覚障害者用拡大読書器、
蓄尿袋、蓄便袋、紙おむつ

■平成２３年度と同様に、市の単独事業として
おむつ等を給付した。

おむつ給付　3,046件
特殊寝台貸与　33件

障害者福祉課

③福祉機器の
活用による自
立支援の促進

②日中活動の
場の充実

■日常生活を容易にするための各種用具を給
付した。
また、原則として購入価格の１割が利用者負担
となるところ、利用者負担分を市が全額助成
し、利用者負担が発生しないように努めた（た
だし、品目ごとに定められている給付上限額以
上の物品を購入する場合、上限を超えた金額
は自己負担となる）
日常生活用具成人　137件
日常生活用具児童　26件
ストマ等給付成人分　2,927件
ストマ等給付児童分　266件
居宅生活動作補助用具（住宅・小規模改修）
4件

（主な給付品目）
特殊寝台、特殊マット、入浴補助用具、頭部保
護帽、電気式たん吸引器、視覚障害者用ポー
タブルレコーダ

■国・都の法定補助事業である地域生活支援
事業の障害者日常生活用具支援事業とは別
に、市の単独事業としておむつ等を給付した。
（ただし、おむつ給付は月額上限額10,000円、
特殊寝台貸与は月額上限額8,240円。）
おむつ給付　3,006件
特殊寝台貸与　27件

○

■平成２１年度と同様に、日常生活を容易にす
るための各種用具を給付した。

日常生活用具成人　164件
日常生活用具児童　38件
ストマ等給付成人分　2,994件
ストマ等給付児童分　296件
居宅生活動作補助用具（住宅・小規模改修）
10件

（主な給付品目）
特殊寝台、特殊マット、入浴補助用具、頭部保
護帽、電気式たん吸引器、視覚障害者用ポー
タブルレコーダー、人工喉頭、蓄尿袋、蓄便
袋、紙おむつ

■平成２１年度と同様に、市の単独事業として
おむつ等を給付した。

おむつ給付　3,097件
特殊寝台貸与　18件

35

２５年度から、
事業の性質に
合わせて単位
を見直し、スト
マ等給付及び
おむつ給付
（市単独事業）
の単位の表記
を変更。

■平成２４年度と同様に、日常生活を容易にす
るための各種用具を給付した。

日常生活用具成人　155件
日常生活用具児童　24件
ストマ等給付成人分　3,264か月分
ストマ等給付児童分　431か月分
居宅生活動作補助用具（住宅・小規模改修）
8件

（主な給付品目）
特殊寝台、移動用リフト、電気式たん吸引器、
点字ディスプレイ、視覚障害者用拡大読書器、
蓄尿袋、蓄便袋、紙おむつ等

■平成２４年度と同様に、市の単独事業として
おむつ等を給付した。

おむつ給付　2,733か月分
特殊寝台貸与　　9か月分

○

■平成２5年度と同様に、日常生活を容易にす
るための各種用具を給付した。

日常生活用具成人　207件
日常生活用具児童　34件
ストマ等給付成人分　3,758か月分
ストマ等給付児童分　521か月分

（主な給付品目）
特殊寝台、移動用リフト、電気式たん吸引器、
点字ディスプレイ、視覚障害者用拡大読書器、
蓄尿袋、蓄便袋、紙おむつ等

■平成２5年度と同様に、市の単独事業として
おむつ等を給付した。

おむつ給付　2,884か月分
特殊寝台貸与　　9か月分

○
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ア．自動車運
転免許取得・改
造助成事業（地
域生活支援事
業）

　自動車運転免許の取得のために要
する経費の一部や、自らが所有し運転
する自動車の改造に要する経費を助
成して、障害のある人の生活圏の拡大
と日常生活の利便性の向上を図る

障害者福祉課

■身体障害者自動車改造事業
　身体障害のある方が、就労等のために自ら
運転する自動車を取得する際、その自動車の
改造（ブレーキ・アクセルを手動に改造、旋回
グリップ・ハンドルの取付等）に要する経費の一
部を助成する。所得制限あり。
　　＊助成件数…5件

■心身障害者自動車運転教習事業
　対象者…身体障害者手帳1～3級所持者、内
部障害4級以上に認定されている方、下肢また
は体幹機能障害5級以上に認定されていて歩
行困難な方、愛の手帳1～4度の方
　※障害の種類によっては「身体適格審査」や
「運転適性相談」をクリアしていることも条件に
加わる。
　　＊助成件数…2件

○

■身体障害者自動車改造事業

　同左

　　＊助成件数…4件

■心身障害者自動車運転教習事業
　
　同左

　　＊助成件数…1件

○

■身体障害者自動車改造事業

　同左

　　＊助成件数…4件

■心身障害者自動車運転教習事業

　同左

　　＊助成件数…2件

○

■身体障害者自動車改造事業
　身体障害のある方が、就労等のために自ら
運転する自動車を取得する際、その自動車の
改造（ブレーキ・アクセルを手動に改造、旋回
グリップ・ハンドルの取付等）に要する経費の一
部を助成する。所得制限あり。
　＊助成件数…8件

■心身障害者自動車運転教習事業
　対象者…身体障害者手帳1～3級所持者、内
部障害4級以上に認定されている方、下肢また
は体幹機能障害5級以上に認定されていて歩
行困難な方、愛の手帳1～4度の方
　※障害の種類によっては「身体適格審査」や
「運転適性相談」をクリアしていることも条件に
加わる。
　＊助成件数…4件

○

■身体障害者自動車改造事業
　身体障害のある方が、就労等のために自ら
運転する自動車を取得する際、その自動車の
改造（ブレーキ・アクセルを手動に改造、旋回
グリップ・ハンドルの取付等）に要する経費の一
部を助成する。所得制限あり。
　＊助成件数…10件

■心身障害者自動車運転教習事業
　対象者…身体障害者手帳1～3級所持者、内
部障害4級以上に認定されている方、下肢また
は体幹機能障害5級以上に認定されていて歩
行困難な方、愛の手帳1～4度の方
　※障害の種類によっては「身体適格審査」や
「運転適性相談」をクリアしていることも条件に
加わる。
　＊助成件数…6件

○

■身体障害者自動車改造事業
　身体障害のある方が、就労等のために自ら
運転する自動車を取得する際、その自動車の
改造（ブレーキ・アクセルを手動に改造、旋回
グリップ・ハンドルの取付等）に要する経費の一
部を助成する。所得制限あり。
　＊助成件数…1件

■心身障害者自動車運転教習事業
　対象者…身体障害者手帳1～3級所持者、内
部障害4級以上に認定されている方、下肢また
は体幹機能障害5級以上に認定されていて歩
行困難な方、愛の手帳1～4度の方
　※障害の種類によっては「身体適格審査」や
「運転適性相談」をクリアしていることも条件に
加わる。
　＊助成件数…1件

○

37

イ．車いす福祉
タクシー
　（地域生活支
援事業）

　車いす福祉タクシーにより、車いす使
用者などの移動を支援する

障害者福祉課

　車いす等を利用している障害のある方が、リ
フト付きタクシー・介護タクシー・スロープ式タク
シーを利用する際にかかる走行時間料金を助
成することで、障害者の行動範囲の拡大を
図った。

■対象者　身体障害者手帳1～2級所持者のう
ち、下肢または体幹機能障害が２級以上と認
定されている方（次項の福祉タクシー券「Ｂ券」
の対象者と同じ）
■内容　車いす福祉タクシーを利用する場合
の走行時間料金を助成
■利用回数　6,370回

○

　同左

■利用回数　6,429回

○

同左

■利用回数　6,746回

○

　車いす等を利用している障害のある方が、リ
フト付きタクシー・介護タクシー・スロープ式タク
シーを利用する際にかかる走行時間料金を助
成することで、障害者の行動範囲の拡大を
図った。
■対象者　身体障害者手帳1～2級所持者のう
ち、下肢または体幹機能障害が2級以上と認
定されている方（次項の福祉タクシー券「B券」
の対象者と同じ）
■内容　車いす福祉タクシーを利用する場合
の走行時間料金を助成
■利用回数　6,890回

○

　車いす等を利用している障害のある方が、リ
フト付きタクシー・介護タクシー・スロープ式タク
シーを利用する際にかかる走行時間料金を助
成することで、障害者の行動範囲の拡大を
図った。
■対象者　身体障害者手帳1～2級所持者のう
ち、下肢または体幹機能障害が2級以上と認
定されている方（次項の福祉タクシー券「B券」
の対象者と同じ）
■内容　車いす福祉タクシーを利用する場合
の走行時間料金を助成
■利用回数　6,484回

○

　車いす等を利用している障害のある方が、リ
フト付きタクシー・介護タクシー・スロープ式タク
シーを利用する際にかかる走行時間料金を助
成することで、障害者の行動範囲の拡大を
図った。
■対象者　身体障害者手帳1～2級所持者のう
ち、下肢または体幹機能障害が2級以上と認
定されている方（次項の福祉タクシー券「B券」
の対象者と同じ）
■内容　車いす福祉タクシーを利用する場合
の走行時間料金を助成
■利用回数　6,330回

○

38
ウ．福祉タク
シー（地域生活
支援事業）

　タクシー料金の一部を助成し、障害
のある人の移動を支援する

障害者福祉課

　市内に住所を有し、電車・バス等の交通機関
を利用するのが困難な方に対して、協定会社
のタクシー料金の一部を助成する福祉タク
シー券を発行し、障害者の行動範囲拡大を
図った。

■対象者
＊Ａ券…31,800円／年
　　　身体障害者手帳1～2級所持者、3級所持
者のうち下肢、体幹または内部機能障害３級と
認定されている方、愛の手帳1～3度
＊Ｂ券…39,000円／年
　　　身体障害者手帳1～2級所持者のうち、下
肢または体幹機能障害が2級以上と認定され
ている方
■受給者数　Ａ券1,937人　Ｂ券524人
                 合計2,461人
■協定会社　22社（十全交通、京王自動車等）

○

　

同左

■受給者数　Ａ券2,000人　Ｂ券559人
                 合計2,559人
■協定会社　28社（十全交通、京王自動車等）

○

同左

■受給者数　Ａ券2,051人　Ｂ券548人
                 合計2,599人
■協定会社　33社（十全交通、京王自動車等）

○

　市内に住所を有し、電車・バス等の交通機関
を利用するのが困難な方に対して、協定会社
のタクシー料金の一部を助成する福祉タク
シー券を発行し、障害者の行動範囲拡大を
図った。

■対象者
＊A券…31,800円／年
　身体障害者手帳1～2級所持者、3級所持者
のうち下肢、体幹または内部機能障害3級と認
定されている方、愛の手帳1～3度
＊B券…39,000円／年
　身体障害者手帳1～2級所持者のうち、下肢
または体幹機能障害が2級以上と認定されて
いる方
■受給者数　A券2,162人　B券543人
                 合計2,705人
■協定会社　35社（十全交通、京王自動車等）

○

　市内に住所を有し、電車・バス等の交通機関
を利用するのが困難な方に対して、協定会社
のタクシー料金の一部を助成する福祉タク
シー券を発行し、障害者の行動範囲拡大を
図った。

■対象者
＊A券…31,800円／年
　身体障害者手帳1～2級所持者、3級所持者
のうち下肢、体幹または内部機能障害3級と認
定されている方、愛の手帳1～3度
＊B券…39,000円／年
　身体障害者手帳1～2級所持者のうち、下肢
または体幹機能障害が2級以上と認定されて
いる方
■受給者数　A券2,178人　B券522人
                 合計2,700人
■協定会社　45社（十全交通、京王自動車等）

○

　市内に住所を有し、電車・バス等の交通機関
を利用するのが困難な方に対して、協定会社
のタクシー料金の一部を助成する福祉タク
シー券を発行し、障害者の行動範囲拡大を
図った。

■対象者
＊A券…31,800円／年
　身体障害者手帳1～2級所持者、3級所持者
のうち下肢、体幹または内部機能障害3級と認
定されている方、愛の手帳1～3度
＊B券…39,000円／年
　身体障害者手帳1～2級所持者のうち、下肢
または体幹機能障害が2級以上と認定されて
いる方
■受給者数　A券2,190人　B券516人
                 合計2,706人
■協定会社　52社（十全交通、京王自動車等）

○

39

エ．自動車ガソ
リン等費用の助
成（地域生活支
援事業）

　ガソリン等燃料費の一部を助成し、障
害のある人の移動を支援する

障害者福祉課

　対象者1名につき年間600リットル分まで、ガ
ソリン税相当分1リットルあたり（56円）を助成
し、障害のある方の移動を支援した。

■対象者
①自己所有の車を障害のある方自らが運転す
る場合は、身体障害者手帳1～4級の方
②障害のある方と同一住所に居住する方また
は同一世帯の方が自動車を所有し、障害のあ
る方の通院、通所等の目的で使用する場合
は、身体障害者手帳1～2級、愛の手帳1～3度
の方
■助成人数　1,013人

○

　

同左

■助成人数　1,029人

○

　

同左

■助成人数　1,045人

○

　対象者1名につき年間600リットル分まで、ガ
ソリン税相当分1リットルあたり(56円）を助成し、
障害のある方の移動を支援した。

■対象者
①自己所有の車を障害のある方自らが運転す
る場合は、身体障害者手帳1～4級の方
②障害のある方と同一住所に居住する方また
は同一世帯の方が自動車を所有し、障害のあ
る方の通院、通所等の目的で使用する場合
は、身体障害者手帳1～2級、愛の手帳1～3度
の方
■助成人数　1,089人

○

対象者1名につき年間600リットル分まで、ガソ
リン税相当分1リットルあたり(56円）を助成し、
障害のある方の移動を支援した。

■対象者
①自己所有の車を障害のある方自らが運転す
る場合は、身体障害者手帳1～4級の方
②障害のある方と同一住所に居住する方また
は同一世帯の方が自動車を所有し、障害のあ
る方の通院、通所等の目的で使用する場合
は、身体障害者手帳1～2級、愛の手帳1～3度
の方
■助成人数　1,126人

○

対象者1名につき年間600リットル分まで、ガソ
リン税相当分1リットルあたり(56円）を助成し、
障害のある方の移動を支援した。

■対象者
①自己所有の車を障害のある方自らが運転す
る場合は、身体障害者手帳1～4級の方
②障害のある方と同一住所に居住する方また
は同一世帯の方が自動車を所有し、障害のあ
る方の通院、通所等の目的で使用する場合
は、身体障害者手帳1～2級、愛の手帳1～3度
の方
■助成人数　1,085人

○

40
オ．福祉移送
の支援（再掲）

　障害のある人の移動を支援するた
め、交通事業者やＮＰＯ団体と連携し
た福祉移送を支援する

地域福祉推進課

　当事業を行っている団体は市内に3団体ある
が、変更及び更新協議実績はなかった。
また、有償運送事業の性質上、新規申請を行
う団体も少なく、新規協議の実績もなかった。

○

　昨年度と同様、当事業を行っている団体は市
内に３団体あり、変更協議が1件、更新協議が2
件という実績であった。
また、有償運送事業の性質上、新規申請を行
う団体は少なく、新規協議の実績もなかった。

○

　昨年度と同様、当事業を行っている団体は市
内に3団体あり、、更新協議が1件という実績で
あった。
また、有償運送事業の性質上、新規申請を行
う団体は少なく、新規協議の実績もなかった。

○

　昨年度と同様、当事業を行っている団体は市
内に3団体あり、更新協議は0件であった。ま
た、有償運送事業の性質上、新規申請を行う
団体は少なく、新規協議の実績もなかった。

○

　昨年度と同様、当事業を行っている団体は市
内に3団体あり、更新協議が2件という実績で
あった。
また、有償運送事業の性質上、新規申請を行
う団体は少なく、新規協議の実績もなかった。

○

　昨年度と同様、当事業を行っている団体は市
内に3団体あり、更新協議が1件という実績で
あった。
また、有償運送事業の性質上、新規申請を行
う団体は少なく、新規協議の実績もなかった。

○

事業実施団体
は３年に１回
の更新が必
要。

41
カ．コミュニティ
バスの運行（再
掲）

　交通不便地域にコミュニティバスを運
行し、障害のある人の移動を支援する

地域福祉推進課
（地域安全対策課）

多磨町ルート　　　  　　13.50ｋｍ
是政循環          　　  　  7.64ｋｍ
北山町循環　　　　　　  10.19ｋｍ
南町・四谷循環　　　   17.56ｋｍ
　（よつや苑西ルート  17.56ｋｍ）
押立・朝日町循環　　 31.11ｋｍ
　（押立町ルート　　 　16.83ｋｍ）
　（朝日町ルート　　 　14.28ｋｍ）
一日概ね24回運行

第2次検討協議会の設置

○

多磨町ルート　　　  　　13.50ｋｍ
是政循環          　　  　  7.64ｋｍ
北山町循環　　　　　　  10.19ｋｍ
南町・四谷循環　　　   23.34ｋｍ
　（よつや苑西ルート  17.56ｋｍ）
　（四谷六丁目ルート 　5.78ｋｍ）
押立・朝日町循環　　 31.11ｋｍ
　（押立町ルート　　 　16.83ｋｍ）
　（朝日町ルート　　 　14.28ｋｍ）
一日概ね24回運行

第2次検討協議会の設置

○

多磨町ルート　　　  　　13.50ｋｍ
是政循環          　　  　  7.64ｋｍ
北山町循環　　　　　　  10.19ｋｍ
南町・四谷循環　　　   22.80ｋｍ
　（よつや苑西ルート  17.30ｋｍ）
　（四谷六丁目ルート 　5.50ｋｍ）
押立・朝日町循環　　 31.11ｋｍ
　（押立町ルート　　 　16.83ｋｍ）
　（朝日町ルート　　 　14.28ｋｍ）
一日概ね24回運行

第2次検討協議会の設置

○

多磨町ルート　　           １３．５０ｋｍ
是政循環　　                    ７．６４ｋｍ
北山町循環　　              １０．１９ｋｍ
南町・四谷循環　　        ２２．８０ｋｍ
　（よつや苑西ルート　　１７．３０ｋｍ）
　（四谷六丁目ルート　　  ５．５０ｋｍ）
押立・朝日町循環　　    ３１．１１ｋｍ
　（押立町ルート　　       １６．８３ｋｍ）
　（朝日町ルート　　       １４．２８ｋｍ）
　※４月１日より３０分間隔の本格運行開始
一日概ね２４回運行

○

多磨町ルート　　           １３．５０ｋｍ
是政循環　　                    ７．６４ｋｍ
北山町循環　　              １０．１９ｋｍ
南町・四谷循環　　        ２２．８０ｋｍ
　（よつや苑西ルート　　１７．３０ｋｍ）
　（四谷六丁目ルート　　  ５．５０ｋｍ）
押立・朝日町循環　　    ３１．１１ｋｍ
　（押立町ルート　　       １６．８３ｋｍ）
　（朝日町ルート　　       １４．２８ｋｍ）
一日概ね２４回運行

○

多磨町ルート　　           １３．５０ｋｍ
是政循環　　                    ７．６４ｋｍ
北山町循環　　              １０．１９ｋｍ
南町・四谷循環　　        ２２．８０ｋｍ
　（よつや苑西ルート　　１７．３０ｋｍ）
　（四谷六丁目ルート　　  ５．５０ｋｍ）
押立・朝日町循環　　    ３１．１１ｋｍ
　（押立町ルート　　       １６．８３ｋｍ）
　（朝日町ルート　　       １４．２８ｋｍ）
一日概ね２４回運行

○

42
⑤保育サービ
スの充実

ア．障害児保
育

　障害のある子どもをもつ親のニーズに
応えるため、民間保育園の新設時など
にあわせて障害児入所定員枠を拡大
する

保育課

　キッズルームこっこ保育園開設（平成21年12
月開設）
開設当初より、3歳児クラス2名、4歳児クラス2
名、5歳児クラス1名の計5名「すくすく保育」枠
として確保し、受入した。
【障害児保育受入数】
■平成21年度4月入所・１次募集時の「すくすく
保育」
新規受入確保数　22名
■平成21年度中の入所児童の障害児認定に
伴う「すくすく保育」
新規実施数　11名

○

【障害児保育受入数】
■平成22年度4月入所・1次募集時の「すくすく
保育」
新規受入確保数　21名
■平成22年度中の入所児童の障害児認定に
伴う「すくすく保育」
新規実施数　12名

○

平成24年度4月開設予定のわらしこ第2保育園
について開設当初より3歳児クラスに2名の「す
くすく保育」枠を確保した。（開設準備中での
調整）
【障害児保育受入数】
■平成23年度4月入所・1次募集時の「すくすく
保育」
新規受入確保数　21名
■平成23年度中の入所児童の障害児認定に
伴う「すくすく保育」
新規実施数　17名

○

【障害児保育受入数】
■平成24年度4月入所・1次募集時の「すくすく
保育」
新規受入確保数　26名
■平成24年度中の入所児童の障害児認定に
伴う「すくすく保育」
新規実施数　22名

○

【障害児保育受入数】
■平成25年度4月入所・1次募集時の「すくすく
保育」
新規受入確保数　29名
■平成25年度中の入所児童の障害児認定に
伴う「すくすく保育」
新規実施数　21名

○

【障害児保育受入数】
■平成26年度4月入所・1次募集時の「すくすく
保育」
新規受入確保数　27名
■平成26年度中の入所児童の障害児認定に
伴う「すくすく保育」
内部申請による新規実施数　29名

○

④移動・移送
サービスの充
実
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管理
番号 施策 事業 事業内容 担当課 平成２１年度事業実績 進捗状況 平成２２年度事業実績 進捗状況 平成２３年度事業実績 進捗状況 平成２４年度事業実績 進捗状況 平成２５年度事業実績 進捗状況 平成２６年度事業実績 進捗状況 備考

43
イ．放課後児童
健全育成事業
（学童クラブ）

　放課後に親が不在である児童を対象
に実施している学童クラブの障害児の
受け入れを小学６年生まで確保する

児童青少年課

 学童クラブの障害児受入れを小学6年生まで
実施
全学年合計　65名

○
同左
全学年合計　67名

○
同左
全学年合計　66名

○
学童クラブの障害児受入れを小学6年生まで
実施
全学年合計　62名

○
学童クラブの障害児受入れを小学6年生まで
実施
全学年合計　74名

○
学童クラブの障害児受入れを小学6年生まで
実施
全学年合計　83名

○

44
ウ．地域デイグ
ループ

　障害のある児童・生徒に対し、放課
後、集団活動・訓練を行う地域デイグ
ループを支援する

障害者福祉課

　「オンリーワン」「根っこクラブ」「ナイスデイキッ
ズ」の3団体に対して運営費補助金を交付し、
活動を支援した。

○ 同左 ○ 同左 ○
「オンリーワン」「根っこクラブ」「ナイスデイキッ
ズ」の3団体に対して運営費補助金を交付し、
活動を支援した。

○

法内移行した「オンリーワン」「ナイスデイキッ
ズ」「児童デイサービスめろでぃ」に対し家賃補
助を行った。「根っこクラブ」に対しては、独自
の補助金を交付した。

○
「オンリーワン」「ナイスデイキッズ」「児童デイ
サービスめろでぃ」「きぼうクラブ」「ポップシッ
プ」に対し家賃補助を行った。

○

45

⑥高齢者・介
護保険サービ
スとの連携の
強化

高齢者・介護保
険サービスとの
連携

　同一世帯で実施するホームヘルパー
の派遣など、高齢者サービスや介護保
険サービスと共通するものについて、
利用世帯の現状を把握しているケアマ
ネージャーなど、関係機関と十分に連
携しながら、適切かつ効果的なサービ
スの提供を図る

障害者福祉課
高齢者支援課

　利用者本人、家族等との話し合いはもちろ
ん、担当ケアマネージャー、ケースワーカー
（他課、病院）等とも連絡を密に取り合いなが
ら、介護保険には存在しないサービスを提供し
たり、介護保険だけでは賄いきれないサービス
を追加で提供するなど、適切かつ効果的な
サービス提供を図った。

○ 同左 ○ 同左 ○

　利用者本人、家族等との話し合いはもちろ
ん、担当ケアマネジャー、ケースワーカー（他
課、病院）等とも連絡を密に取り合いながら、介
護保険には存在しないサービスを提供したり、
介護保険だけでは賄いきれないサービスを追
加で提供するなど、適切かつ効果的なサービ
ス提供を図った。

○ 同左 ○ 同左 ○

46
ア．短期入所
（自立支援給
付）（再掲）

　自宅で介護する人が病気の場合など
に、障害のある人に、短期間、夜間も
含め、施設で介護等を行い、在宅介護
を支援する

障害者福祉課 管理番号30と重複 管理番号30と重複 管理番号30と重複 管理番号30と重複 管理番号30と重複 管理番号30と重複

47
イ．日中一時支
援事業（地域生
活支援事業）

　日帰りの短期入所により、障害のある
人の在宅介護を支援する

障害者福祉課
利用者数　　　　　　　　　68人
延べ利用回数　　　 1,559回

○
利用者数                   77人
延べ利用回数      1,901回

○
利用者数                  83人
延べ利用回数      2,226回

○
利用者数                  80人
延べ利用回数      2,140回

○
利用者数                  89人
延べ利用回数      2,133回

○
利用者数                  89人
延べ利用回数     2,234回

○

48
ウ．緊急一時保
護事業

　障害のある人の保護者や家族が病気
や出産などで介護ができないとき、施
設で保護し、在宅介護を支援する

障害者福祉課

■心身障害者福祉センター緊急一時保護事
業
登録者…311人　実利用者数…81人
宿泊利用…192泊284日　日帰り利用…82回
　※緊急時の保護を優先するため、レスパイト
利用は自立支援法による短期入所事業や地
域生活支援事業による日中一時支援事業を利
用してもらうよう案内し、適切な利用がなされる
よう注意しながら運営している。

○

■心身障害者福祉センター緊急一時保護事
業
登録者…317人　実利用者数…74人
宿泊利用…198泊298日　日帰り利用…68回
　
※同左

○

■心身障害者福祉センター緊急一時保護事
業
登録者…331人　実利用者数…87人
宿泊利用…236泊348日　日帰り利用…123回
　
※同左

○

■心身障害者福祉センター緊急一時保護事
業
登録者…348人　実利用者数…77人
宿泊利用…314泊432日　日帰り利用…101回
※緊急時の保護を優先するため、レスパイト利
用は総合支援法による短期入所事業や地域
生活支援事業による日中一時支援事業を利用
してもらうよう案内し、適切な利用がなされるよう
注意しながら運営している。

○

■心身障害者福祉センター緊急一時保護事
業
登録者…355人　実利用者数…85人
宿泊利用…221泊336日　日帰り利用…115回

※同左

○

■心身障害者福祉センター緊急一時保護事
業
登録者…367人　実利用者数…80人
宿泊利用…380泊525日　日帰り利用…106回

※同左

○

49

エ．精神障害
者複合施設の
整備支援（再
掲）

　精神障害者を対象とする共同生活介
護・短期入所・就労継続支援（A 型）の
機能を有する複合施設の整備を支援
する

障害者福祉課 管理番号31と重複 管理番号31と重複 管理番号31と重複 管理番号31と重複 管理番号31と重複 管理番号31と重複

（２）保健・医療との連携の促進

50
ア．成人健康
診査・各種検診

　生活習慣病等の早期発見のために、
成人健康診査や各種検診を実施し、
障害のある人の健康づくりを支援する

健康推進課

成人・若年層健康診査、がん検診（胃・肺・大
腸・乳・子宮等）を実施する。
※障害の有無に関わらず実施しており、障害
のある方の受診状況は不明

○ 同左 ○ 同左 ○

成人健康診査　1,139人
若年層健康診査　678人
胃がん検診　3,551人
子宮がん検診　3,701人（ほか　ｸｰﾎﾟﾝ　2,681
人）
乳がん検診　2,375人（ほか　ｸｰﾎﾟﾝ　2,558人）
大腸がん検診　2,703人（ほか　ｸｰﾎﾟﾝ　3,782
人）
肺がん検診　246人
喉頭がん検診　93人
※受診者の障害の有無は不明

○

成人健康診査　1,242人
若年層健康診査　643人
胃がん検診　3,800人
子宮がん検診　3,479人（ほか　ｸｰﾎﾟﾝ　2,578
人）
乳がん検診　2,451人（ほか　ｸｰﾎﾟﾝ　2,913人）
大腸がん検診　3,299人（ほか　ｸｰﾎﾟﾝ　3,640
人）
肺がん検診　264人
喉頭がん検診　78人
※受診者の障害の有無は不明

○

成人健康診査：1,327人
若年層健康診査：727人
胃がん検診：3,645人
子宮がん検診：公募2,708人、節目年齢勧奨
3,801人、ｸｰﾎﾟﾝ115人
乳がん検診：公募2,080人、節目年齢勧奨
3,599人、ｸｰﾎﾟﾝ　747人
大腸がん検診：通常3,473人、ｸｰﾎﾟﾝ3,527人
肺がん検診：392人
喉頭がん検診：92人 ※受診者の障害の有無
は不明

○

51
イ．特定検診・
特定保健指導
（再掲）

・40～74歳の府中市国民健康保険被
保険者に対し、メタボリックシンドローム
に着目して、糖尿病等の生活習慣病有
病者及び予備軍を抽出するための健
診を実施する
・健診の結果、生活習慣病のリスクが一
定程度高いと判定された方に対し、面
談や電話等によって特定保健指導を
行う

高齢者支援課
（健康推進課）

■特定検診
　受診者数　21,682名

■特定保健指導
　初回面談実施者数　474名

○

■特定検診
　受診者数　22,975名

■特定保健指導
　初回面談実施者数　802名

○

■特定検診
　受診者数　23,447名

■特定保健指導
　初回面談実施者数　681名

○

特定健診受診者　23,091人
健診の受診結果に応じて、「動機付け支援」
「積極的支援」にカテゴリーを分けて保健指導
を実施した。
※受診者の障害の有無は不明

○

特定健診受診者数　23,488人
健診の受診結果に応じて、「動機付け支援」
「積極的支援」にカテゴリーを分けて保健指導
を実施した。
※受診者の障害の有無は不明

○

特定健診受診者数　23,802人
健診の受診結果に応じて、「動機付け支援」
「積極的支援」にカテゴリーを分けて保健指導
を実施した。
※　受診者の障害の有無は不明

○

52
ウ．訪問保健指
導

　保健師・看護師・理学療法士などが、
病気がちで在宅療養している40 歳以
上の障害のある人の家庭を訪問し、生
活習慣病予防や介護予防などのため
の相談・助言を行う

健康推進課
■被指導者　11名
■訪問延数　35回

○
■被指導者　3名
■訪問延数　3回

○
事業廃止
（被指導者が全て介護保険サービスに移行し
たため、事業廃止とした。）

平成23年度に事業廃止 - 平成23年度に事業廃止 - 平成23年度に事業廃止 -

53
エ．健康相談
（再掲）

・生活習慣病の予防等のために保健・
福祉・医療が連携し、必要な指導と助
言を行う
・心身の健康に関する個別相談を実施
する

高齢者支援課
（健康推進課）

保健センター窓口等で随時相談を受け付けて
いる。
■重点相談　3件
■総合相談　1,212件

○
同左
■重点相談　83件
■総合相談　1,465件

○
同左
■重点相談　78件
■総合相談　1,128件

○

歯科何でも相談　67人
薬の何でも相談　88人
薬と健康の相談　131人
保健相談室（来所相談・電話相談など含む）
1,001人
骨粗しょう症相談　78人
肝炎ウイルス検診時相談　3人

○

歯科何でも相談　71人
薬の何でも相談　53人
薬と健康の相談　ー（台風のため中止）
保健相談室（来所相談・電話相談など含む）
917人
骨粗しょう症相談　126人
肝炎ウイルス検診時相談　１人

○

歯と口の相談　57人
薬の何でも相談　57人
薬と健康の相談　72人
保健相談室（来所相談・電話相談など含む）
980人
骨粗しょう症相談　113人
肝炎ウイルス検診時相談　1人

○

54
オ．健康教育
（再掲）

　各種の健康教育、健康教室を効果的
に実施し、正しい知識の普及に努める

高齢者支援課
（健康推進課）

健康増進法に基づき、講演会等（186回　受講
者4,942名）を実施

○
健康増進法に基づき、講演会等（227回　受講
者6,192名）を実施

○
健康増進法に基づき、講演会等（215回　受講
者5,449名）を実施

○ 208回　5,049人 ○ 226回　4,929人 ○ 48回　1,287人 ○

55
カ．歯科医療連
携推進事業（再
掲）

　障害により、歯の治療を受けたくても
歯科医院に行くことができない方など
のために、歯科医師会と連携して訪問
治療を行う「かかりつけ歯科医」を紹介
する

高齢者支援課
（健康推進課） 新規申込　56名 ○ 新規申込　59名 ○ 新規申込　40名 ○ 新規申込者　60人 ○ 新規申込者　74人 ○ 新規申込者　29人 ○

56
キ．訪問看護の
充実

　疾患等を抱えている在宅の障害のあ
る人に対し、医師の指示に基づき、看
護師等が訪問して看護サービスを提供
する訪問看護の充実を国・東京都へ要
請する

障害者福祉課

　訪問看護の情報提供書を集約し、訪問看護
ステーションと市の実施する保健福祉サービス
との有機的な連携を強化し、利用者に対する
総合的な在宅療養を推進する。
情報提供書提出件数：1,489件

×
同左

情報提供書提出件数：1,433件

×
同左

情報提供書提出件数：1,356件

×
東京都市障害担当課長会を通じて要請した。

（情報提供書提出件数：1,101件）
○
東京都市障害担当課長会を通じて要請した。

（情報提供書提出件数：881件）
○
東京都市障害担当課長会を通じて要請した。

（情報提供書提出件数：1,032件）
○

担当課を健康
推進課として
いたが、協議
の上、２４年度
から障害者福
祉課に変更。

⑤保育サービ
スの充実

①健康づくり
への支援

⑦介護者への
支援

- 6 -



管理
番号 施策 事業 事業内容 担当課 平成２１年度事業実績 進捗状況 平成２２年度事業実績 進捗状況 平成２３年度事業実績 進捗状況 平成２４年度事業実績 進捗状況 平成２５年度事業実績 進捗状況 平成２６年度事業実績 進捗状況 備考

57
ア．母子保健
事業による早期
把握・対応

　母子保健事業による健康診査を実施
し、障害の早期把握に努めるとともに、
経過観察や専門機関の紹介など、健
全な育成を支援する

健康推進課

　母子保健法に基づき、妊婦健康診査（14回
公費助成）をはじめ乳幼児健康診査など実
施。
　乳幼児発達健康診査では、運動・精神面等
で発達での遅れが疑われる児に対して、小児
神経科専門医が発達に重点を置いた健康診
査を行っている。
（年12回・受診者42名）

○
同左

（年12回・受診者41名）

○
同左

（年12回・受診者38名）

○

　母子保健法に基づき、妊婦健康診査（14回
公費助成）をはじめ乳幼児健康診査など実
施。
　乳幼児発達健康診査では、運動・精神面等
で発達での遅れが疑われる児に対して、小児
神経科専門医が発達に重点を置いた健康診
査を行っている。
（年12回・受診者46名）

○

　母子保健法に基づき、妊婦健康診査（14回
公費助成）をはじめ乳幼児健康診査など実
施。
　乳幼児発達健康診査では、運動・精神面等
で発達での遅れが疑われる児に対して、小児
神経科専門医が発達に重点を置いた健康診
査を行っている。
（年15回・受診者40名）
※平成25年度から15回に変更

○

母子保健法に基づき、妊婦健康診査（14回公
費助成）をはじめ乳幼児健康診査など実施。
　乳幼児発達健康診査では、運動・精神面等
で発達での遅れが疑われる児に対して、小児
神経科専門医が発達に重点を置いた健康診
査を行っている。
（年15回・受診者52名）
※平成25年度から15回に変更

○

58

イ．民生委員・
児童委員、保
育士等との協
力による障害の
早期把握

　地域を担当する保健師を中心に、民
生委員・児童委員、保育士などが、住
民の健康状態や生活状態を把握し、療
育・医療機関との連携を図りながら、障
害の早期把握や原因となる疾病の予
防を進める体制づくりを推進する

健康推進課

　母子保健従事者研修会等による情報の共有
や勉強会の開催、事例検討会等によるケース
対応検討など実施。

○母子保健従事者研修会テーマ：「発達障害
を持つ子どもと保護者への支援のポイントにつ
いて」：69名参加

○

同左

○母子保健従事者研修会テーマ：「乳幼児の
口腔機能発達・噛む、飲み込むを育てる」：56
名参加

○

同左

○母子保健従事者研修会テーマ：「生活リズム
と子どもの発育・発達」：65名参加

○

　母子保健従事者研修会等による情報の共有
や勉強会の開催、事例検討会等によるケース
対応検討など実施。

母子保健従事者研修会テーマ：「発達障害を
持つ子どもと保護者への支援のポイントについ
て」：69名参加

○

母子保健従事者研修会等による情報の共有
や勉強会の開催、事例検討会等によるケース
対応検討など実施。

母子保健従事者研修会テーマ：「乳幼児期の
子どもの発達と支援」：77名参加

○

母子保健従事者研修会等による情報の共有
や勉強会の開催、事例検討会等によるケース
対応検討など実施。

○母子保健従事者研修会テーマ：「食物アレ
ルギーの基礎知識と日常生活」：８３名参加

○

59
ウ．関係機関の
連携による障害
の早期対応

　乳幼児の障害の早期把握後の対応
について、より適切な対応が図られるよ
う、関係機関の連携による多様な早期
療育システムを構築する

健康推進課
障害者福祉課

　乳幼児健診後、必要なケースは多摩療育セ
ンター、心身障害者福祉センター「あゆの子」
等につなげている。
あゆの子新規受入数：18名
あゆの子他機関との連携（関係会議等）：20回

○

同左

あゆの子新規受入数：22名
あゆの子他機関との連携（関係会議等）：27回

○

同左

あゆの子新規受入数：17名
あゆの子他機関との連携（関係会議等）：33回

○

乳幼児健診後、必要なケースは多摩療育園、
心身障害者福祉センター「あゆの子」等につな
げている。
あゆの子新規受入数：16名
あゆの子他機関との連携（関係会議等）：24回

○

乳幼児健診後、必要なケースは多摩療育園、
心身障害者福祉センター「あゆの子」等につな
げている。
あゆの子新規受入数：１４名
あゆの子他機関との連携（関係会議等）：２２回

○

乳幼児健診後、必要なケースは多摩療育園、
心身障害者福祉センター「あゆの子」等につな
げている。
あゆの子と保健センターで発達支援に関する
連絡会を２回開催した。
あゆの子新規受入数：18名
あゆの子他機関との連携（関係会議等）：21回

○

60

ア．児童デイ
サービス（自立
支援給付）（再
掲）

　療育が必要な子どもに、日常生活に
おける基本的な動作の指導、集団生活
への適応訓練等の適切な療育を行い、
健全な育成を支援する

障害者福祉課 管理番号29と重複 管理番号29と重複 管理番号29と重複 管理番号29と重複 管理番号29と重複 管理番号29と重複

61

イ．幼少期から
のライフステー
ジを見通した支
援体制の構築

　府中市障害者等地域自立支援協議
会を運営し、関係機関との連携を強化
することにより、委託相談支援事業所を
中核とした幼少期からのライフステージ
を見通した支援をめざす

障害者福祉課

　地域自立支援協議会における心身障害者福
祉センター事業検討専門部会にて検討。
　原則、学齢児未満はあゆの子、学齢児以上
は相談支援事業で支援を実施したが、あゆの
子でも卒園者（小学生まで）に対する支援を切
り口に、学齢児に対する支援について試験的
に実施。
　＊発達相談…645件
　＊関係機関との連絡会・研修等…11回

○

　地域自立支援協議会における心身障害者福
祉センター事業検討専門部会にて検討。
　原則、学齢児未満はあゆの子、学齢児以上
は相談支援事業で支援を実施したが、あゆの
子でも卒園者（小・中学生対象）に対する支援
を切り口に、学齢児に対する支援を実施。
　＊発達相談…797件
　＊関係機関との連絡会・研修等…23回

○

　地域自立支援協議会における専門部会（児
童部会）で、継続的かつ横断的支援のための
方策について検討した。
　原則、学齢児未満はあゆの子、学齢児以上
は相談支援事業で支援を実施したが、あゆの
子でも卒園者（小・中学生対象）に対する支援
を切り口に、学齢児に対する支援を実施。
　＊発達相談…1,140件
　＊関係機関との連絡会・研修等…30回

○

　自立支援協議会にてツール検討部会を設置
し、ライフステージを通して活用できる「府中市
わたしの生涯記録ノート（仮称）」の作成につい
て協議した。
　原則、学齢児未満はあゆの子、学齢児以上
は相談支援事業で支援を実施したが、あゆの
子でも卒園者（小・中学生対象）に対する支援
を切り口に、学齢児に対する支援を実施。
　＊発達相談…1,128件
　＊関係機関との連絡会・研修等…16回

○

　自立支援協議会にてツール検討部会を設置
し、ライフステージを通して活用できる「ちゅう
ファイル（府中市わたしの生涯記録ノート）」の
作成について協議した。
　原則、学齢児未満はあゆの子、学齢児以上
は相談支援事業で支援を実施したが、あゆの
子でも卒園者（小・中学生対象）に対する支援
を切り口に、学齢児に対する支援を実施。
　＊発達相談…1,058件
　＊関係機関との連絡会・研修等…17回

○

自立支援協議会では、相談支援部会（委託相
談支援事業所から選出された委員が含まれ
る）を設置し、相談支援における課題について
検討した。
　原則、学齢児未満はあゆの子、学齢児以上
は相談支援事業で支援を実施したが、あゆの
子でも卒園者（小・中学生対象）に対する支援
を切り口に、学齢児に対する支援を実施。
　＊発達相談…1,392件
　＊関係機関との連絡会・研修等…11回

○

62
ウ．家族への支
援

　きめ細やかな情報提供を行うととも
に、相談体制を充実するなど、療育が
必要な子どもの家族を支援する

子育て支援課

　専門相談員を配置し、相談者に合わせた細
やかな情報提供を行うとともに、個別事例検討
会を開催し、困難事例等スーパーバイザーの
助言を受けたり、関係機関と支援内容や役割
分担を明らかにし、共通認識をもって療育が必
要な子どもの家族を支援した。また、関係機関
との連携を強化し、支援が必要な家庭の早期
発見、早期支援に努めた。
＊新規相談のうち障害相談　　34件

○

同左

＊新規相談のうち障害相談　　24件

○

同左

＊新規相談のうち障害相談　　27件

○

　専門相談員を配置し、相談者に合わせた細
やかな情報提供を行うとともに、個別事例検討
会を開催し、困難事例等スーパーバイザーの
助言を受けたり、関係機関と支援内容や役割
分担を明らかにし、共通認識をもって療育が必
要な子どもの家族を支援した。また、関係機関
との連携を強化し、支援が必要な家庭の早期
発見、早期支援に努めた。
＊新規相談のうち障害相談　　22件

○
同左

＊新規相談のうち障害相談　　16件

○
同左

＊新規相談のうち障害相談　　18件

○

63
④医療費助成
の充実の要請

自立支援医療・
医療費助成の
充実

　十分な医療を受けられる機会の確保
と経済的負担の軽減を目的とした自立
支援医療・医療費助成の充実を国・東
京都へ要請する

障害者福祉課 課長会を通して要望した。 ○ 同左 ○ 同左 ○ 東京都市障害担当課長会を通して要望した。 ○ 東京都市障害担当課長会を通して要望した。 ○ 東京都市障害担当課長会を通して要望した。 ○

（３）学習機会の拡大

64
ア．特別支援
相談

　発達障害を含む障害のある児童・生
徒のライフステージを見通し、就学から
中学校卒業までの一貫した教育体制
の構築をめざすとともに、一人ひとりの
特別な教育的ニーズを把握し、能力や
可能性を最大限に伸長するために、各
種相談に応じるとともに、教育的支援を
行う

教育部指導室

府中市就学指導協議会全体会　  年間1回
府中市就学指導協議会　             年間5回
入級検討会（小学校･情緒）　       年間2回
　　〃　　（小学校･難言）　            年間3回
　　〃　　（中学校･情緒）　            年間3回
転学相談　随時
継続相談対応　随時

○

府中市就学指導協議会全体会　    年間1回
府中市就学指導協議会　               年間5回
入級検討会（小学校･情緒）　         年間2回
　　〃　　（小学校･難言）　              年間3回
　　〃　　（中学校･情緒）　              年間3回
転学相談　随時
継続相談対応　随時

○

府中市就学指導協議会全体会　     年間1回
府中市就学指導協議会　              年間5回
入級検討会（小学校･情緒）　         年間3回
　　〃　　（小学校･難言）　             年間3回
　　〃　　（中学校･情緒）　             年間3回
転学相談　随時
継続相談対応　随時

○

府中市就学指導協議会全体会　  年間1回
府中市就学指導協議会　            年間5回
入級検討会（小学校･情緒）　       年間3回
　　〃　　（小学校･難言）　           年間3回
　　〃　　（中学校･情緒）　           年間4回
転学相談　随時
継続相談対応　随時

○

府中市就学指導協議会全体会　  年間1回
府中市就学指導協議会　            年間6回
入級検討会（小学校･情緒）　       年間3回
　　〃　　（小学校･難言）　           年間3回
　　〃　　（中学校･情緒）　           年間2回
転学相談　随時
継続相談対応　随時

○

府中市就学指導協議会全体会　  年間1回
府中市就学指導協議会　            年間6回
入級検討会（小学校･情緒）　       年間3回
　　〃　　（小学校･難言）　           年間3回
　　〃　　（中学校･情緒）　           年間2回
転学相談　随時
継続相談対応　随時

○

65
イ．障害への理
解啓発活動

　教職員への意識啓発研修を充実する
など、教育現場における障害に対する
理解と意識の向上を図る

教育部指導室

　特別支援教育研修会の実施や巡回指導員
の派遣を通して、障害に対する理解と意識の
向上を図った。
巡回指導員指導時間　2,465時間
特別支援教育コーディネーター研修　6回

○

同左

巡回指導員指導時間　2,950時間
特別支援教育コーディネーター研修　6回

○

同左

巡回指導員指導時間　3,121時間
特別支援教育研修会　3回

○

　特別支援教育研修会の実施や巡回指導員
の派遣を通して、障害に対する理解と意識の
向上を図った。
巡回指導員指導件数　92件(H24年度をもって
他事業に移行）
特別支援教育研修会　3回

○

　特別支援教育研修会の実施や特別支援巡
回チームの派遣を通して、障害に対する理解
と意識の向上を図った。
特別支援巡回チーム相談件数　689件（新規
事業）
特別支援教育研修会　3回

○

特別支援巡回チームの派遣を通して、障害に
対する理解と意識の向上を図った。
特別支援巡回チーム相談件数　613件
特別支援教育研修会　3回
副籍の実施

○

66
ア．特別支援
教育の充実

　保護者や関係機関との連携を図りな
がら、障害のある児童・生徒に対する特
別支援教育を充実させる

教育部指導室

　必要に応じて、子ども家庭支援センターや児
童相談所、医療機関と連携を図り、障害のある
児童・生徒に対しての適切な支援が行えるよ
う、充実を図った。

○ 同左 ○ 同左 ○

　必要に応じて、子ども家庭支援センターや児
童相談所、医療機関と連携を図り、障害のある
児童・生徒に対しての適切な支援が行えるよ
う、充実を図った。

○ 同左 ○

年３回の特別支援教育コーディネーター連絡
会にて、都立特別支援学校コーディネーター
を招聘した。
特別支援教育研修会を３回開催（122人参加）
し、個別指導計画、支援計画の活用と発達障
害の理解につなげた。

○

67 イ．障害の理解

　特別支援学級の児童・生徒との交流
やボランティア活動、社会体験活動な
どを通して、障害に対する児童・生徒の
理解を深める

教育部指導室

　児童・生徒の手話や点字体験等を実施した
り、特別支援学級設置校においては、積極的
な交流・共同学習を行い、日常的な相互理解
の場を設け、理解を深めた。

○ 同左 ○ 同左 ○

　児童・生徒の手話や点字体験等を実施した
り、特別支援学級設置校においては、積極的
な交流・共同学習を行い、日常的な相互理解
の場を設け、理解を深めた。

○ 同左 ○
夏季に３日間教員を対象に車椅子体験や作業
所等で社会福祉体験研修を実施した。（160人
参加）

○

68
ア．パソコン講
習会

　インターネットなどを通じて情報の取
得や発信などができるよう、聴覚・視覚
障害や肢体不自由など、障害に応じた
パソコン講習会を実施する

障害者福祉課 管理番号3と重複 管理番号3と重複 管理番号3と重複 管理番号3と重複 管理番号3と重複 管理番号3と重複

69
イ．障がい者成
人教室「あすな
ろ学級」

　知的障害のある成人の方が地域で有
意義な生活をするために、ボランティア
とともに自立への方法や余暇を充実さ
せる活動を学ぶ場として、「あすなろ学
級」を実施する

生涯学習スポーツ課

実施回数　19回
会場　生涯学習センターほか
対象　市内に在住・在勤する18歳以上の知的
障害者
　　　　（原則として、一人で会場に来られる方）
参加者数　891人

○

実施回数　18回
会場　生涯学習センターほか
対象　市内に在住・在勤する18歳以上の知的
障害者
　　　　（原則として、一人で会場に来られる方）
参加者数　1,013人

○

実施回数　16回
会場　生涯学習センターほか
対象　市内に在住・在勤する１８歳以上の知的
障害者
　　　　（原則として、一人で会場に来られる方）
参加者数　934人

○

実施回数　18回
会場　生涯学習センターほか
対象　市内に在住・在勤する１８歳以上の知的
障害者（原則として、一人で会場に来られる
方）
参加者数　944人

○

実施回数　16回
会場　生涯学習センターほか
対象　市内に在住・在勤する１８歳以上の知的
障害者（原則として、一人で会場に来られる
方）
参加者数　913人

○

実施回数　17回
会場　生涯学習センターほか
対象　市内に在住・在勤する１８歳以上の知的
障害者（原則として、一人で会場に来られる
方）
参加者数　995人

○

③生涯学習の
場と機会の充
実

②学校教育の
充実

②障害の早期
把握・早期対
応

③療育体制の
充実

①就学相談の
充実

- 7 -



管理
番号 施策 事業 事業内容 担当課 平成２１年度事業実績 進捗状況 平成２２年度事業実績 進捗状況 平成２３年度事業実績 進捗状況 平成２４年度事業実績 進捗状況 平成２５年度事業実績 進捗状況 平成２６年度事業実績 進捗状況 備考

70

ア．障害者軽ス
ポーツ大会（地
域生活支援事
業）

　障害のある人とボランティアや市民と
のふれあいを通して、市民相互の理解
を深めるとともに、健康増進を図るた
め、障害者軽スポーツ大会を開催する

障害者福祉課

実施日　平成21年5月16日（土）
会場　市民陸上競技場
参加者数　1,151人
内容は玉入れ、パン食い競争、紅白リレー等6
種目

○

実施日　平成22年5月22日（土）
会場　市民陸上競技場
参加者数　964人
内容は玉入れ、パン食い競争、紅白リレー等6
種目

○

実施日　平成23年5月21日（土）
会場　市民陸上競技場
参加者数　1,056人
内容は玉入れ、パン食い競争、紅白リレー等6
種目

○

実施日　平成24年5月19日（土）
会場　市民陸上競技場
参加者数　1,002人
内容は玉入れ、パン食い競争、紅白リレー等6
種目

○

実施日　平成25年5月18日（土）
会場　市民陸上競技場
参加者数　985人
内容は玉入れ、パン食い競争、紅白リレー等6
種目

○

実施日　平成26年5月17日（土）
会場　市民陸上競技場
参加者数　978人
内容は玉入れ、パン食い競争、紅白リレー等6
種目

○

71
イ．障害者プー
ル開放（地域生
活支援事業）

　郷土の森総合プールを開放し、日頃
プールを利用しにくい障害のある人の
健康増進を図る

障害者福祉課

実施日　平成21年8月4日　10時～15時
会場　市民健康センター総合プール（流水
プール）
対象　市内に居住する障害者および介助者
参加者数　173人

○

実施日　平成22年8月3日　10時～15時
会場　郷土の森総合プール（流水・幼児用
プール）
対象　市内に居住する障害者および介助者
参加者数　337人

○

実施日　平成23年8月2日　10時～15時
会場　郷土の森総合プール（流水・幼児用
プール）
対象　市内に居住する障害者および介助者
参加者数　255人

○

実施日　平成24年8月1日　10時～15時
会場　郷土の森総合プール（流水・幼児用
プール）
対象　市内に居住する障害者および介助者
参加者数　234人

○

実施日　平成25年8月6日　10時～15時
会場　郷土の森総合プール（流水・幼児用
プール）
対象　市内に居住する障害者および介助者
参加者数　224人

○

実施日　平成26年8月5日　10時～15時
会場　郷土の森総合プール（流水・幼児用
プール）
対象　市内に居住する障害者および介助者
参加者数　271人

○

72
ウ．指導員の派
遣

　障害のある人のスポーツ・レクリエー
ション活動を支援するため、障害者団
体などに指導員を派遣する

生涯学習スポーツ課

名　 称　合同レクリエーション
実施日　平成21年12月14日（月）
会　 場　郷土の森総合体育館
指導員数　5人
参加者数　150人

名　 称　府中朝日特別支援学校の体育授業
実施日　平成22年2月1日（火）・2日（水）・8日
（月）・9日（火）・12日（金）
会　 場　府中朝日特別支援学校
指導員数　18人

○

名　 称　合同レクリエーション
実施日　平成22年12月13日（月）
会　 場　郷土の森総合体育館
指導員数　4人
参加者数　124人

○

名　 称　合同レクリエーション
実施日　平成23年9月26日（月）
会　 場　郷土の森総合体育館
指導員数　4人
参加者数　120人

○

名　 称　合同レクリエーション
実施日　平成24年9月24日（月）
会　 場　郷土の森総合体育館
指導員数　3人
参加者数　131人

○

名　 称　合同レクリエーション
実施日　平成25年9月9日（月）
会　 場　郷土の森総合体育館
指導員数　4人
参加者数　108人

○

名　 称　合同レクリエーション
実施日　平成26年9月22日（月）
会　 場　郷土の森総合体育館
指導員数　3人
参加者数　89人

○

（４）就労支援体制の整備

73

ア．特別支援
学校・ハロー
ワークなどとの
連携

　特別支援学校・ハローワークなどとの
連携を密にし、一般企業や公的機関な
どに対して雇用を要請するなど、障害
のある人の雇用促進に努める

障害者福祉課

　み～なにてハローワーク、特別支援学校及
び他市の就労支援センターと定期的な連絡会
を行い、情報の共有などに努めた。その結果、
ハローワークからの支援依頼や特別支援学校
からの引継ぎなどはスムーズに行えた。

＊関係機関連絡会　年1回実施
　特別支援学校、市内作業所等が参加。
＊障害者雇用連絡会議　年2回参加
　ハローワーク府中主催。圏域内の関係機関
が参加。

○

　同左

＊関係機関連絡会　年1回実施
　特別支援学校、市内作業所等が参加。
＊障害者雇用連絡会議　年2回参加
　ハローワーク府中主催。圏域内の関係機関
が参加。

○

　同左

＊関係機関連絡会　年1回実施
　特別支援学校、市内作業所等が参加。
＊障害者雇用連絡会議　年2回参加
　ハローワーク府中主催。圏域内の関係機関
が参加。

○

　み～なにてハローワーク、特別支援学校及
び他市の就労支援センターと定期的な連絡会
を行い、情報の共有などに努めた。その結果、
ハローワークからの支援依頼や特別支援学校
からの引継ぎなどはスムーズに行えた。

＊関係機関連絡会　年1回実施
　特別支援学校、市内作業所等が参加。
＊障害者雇用連絡会議　年2回参加
　ハローワーク府中主催。圏域内の関係機関
が参加。

○

　み～なにてハローワーク、特別支援学校及
び他市の就労支援センターと定期的な連絡会
を行い、情報の共有などに努めた。その結果、
ハローワークからの支援依頼や特別支援学校
からの引継ぎなどはスムーズに行えた。

＊関係機関連絡会　年1回実施
　特別支援学校、市内作業所等が参加。
＊障害者雇用連絡会議　年2回参加
　ハローワーク府中主催。圏域内の関係機関
が参加。

○

　み～なにてハローワーク、特別支援学校及
び他市の就労支援センターと定期的な連絡会
を行い、情報の共有などに努めた。その結果、
ハローワークからの支援依頼や特別支援学校
からの引継ぎなどはスムーズに行えた。

＊就労支援事業連絡会を開催。市内就労移
行支援事業所等が参加。
＊関係機関連絡会　年1回実施
　特別支援学校、市内作業所等が参加。
＊障害者雇用連絡会議　年2回参加
　ハローワーク府中主催。圏域内の関係機関
が参加。

○

74
イ．就労支援事
業を中心とした
就労支援体制

・委託相談支援事業所「み〜な」で実
施する就労支援事業を中心として、就
労に関する相談を行うことにより、一人
ひとりの状態や日常生活にあわせた総
合的な支援を行うとともに、就労した後
の職場への定着を支援する

・障害のある人への就労に関する情報
の提供や就労支援事業の内容の広報
に努める

障害者福祉課

　み～な　就労支援事業

＊登録者151人
＊就労支援…2,769件（延べ4,599人）
＊生活支援…1,813件（延べ2,441人）

○

　み～な　就労支援事業

＊登録者174人
＊就労支援…2,711件（延べ4,626人）
＊生活支援…1,676件（延べ2,248人）

○

　み～な　就労支援事業

＊登録者163人
＊就労支援…2,848件（延べ4,963人）
＊生活支援…2,832件（延べ4,338人）

○

　み～な　就労支援事業

＊登録者177人
＊就労支援…2,282件（延べ4,111人）
＊生活支援…2,550件（延べ4,045人）

○

み～な　就労支援事業

＊登録者208人
＊就労支援…4,125件
＊生活支援…2,142件

○

み～な　就労支援事業

＊登録者248人
＊就労支援…6,156件
＊生活支援…2,780件

○

東京都への実
績報告様式の
変更に伴い、
２５年度より実
績の把握方法
が変更。

75
ウ．ジョブコー
チの活用

　障害のある人自身に対する支援だけ
でなく、事業主や職場の従業員など、
障害のある人の職場適応全般に必要
な助言を行い、必要に応じて職務や職
場環境の改善を提案するジョブコーチ
（現場適応支援者）を、関係機関の協
力の下に活用し、障害のある人の職場
への適応及び定着を支援する

障害者福祉課

み～なの就労支援事業にて定着支援を行っ
た。
＊利用登録者数　102人
＊利用件数　965件（延利用者数　1,807人）
＊立川職業センターへの派遣依頼件数　0件

○

み～なの就労支援事業にて定着支援を行っ
た。
＊利用者登録者数　95人
＊利用件数　1,178件（延利用者数　2,218人）
＊立川職業センターへの派遣依頼件数　3件

○

み～なの就労支援事業にて定着支援を行っ
た。
＊利用者登録者数　104人
＊利用件数　1,612件（延利用者数　3,012人）
＊立川職業センターへの派遣依頼件数　1件

○

み～なの就労支援事業にて定着支援を行っ
た。
＊利用者登録者数　120人
＊利用件数　1,041件（延利用者数 1,955人）
＊立川職業センターへの派遣依頼件数　 1 件
＊東京しごと財団への派遣依頼件数　3件

○

み～なの就労支援事業にて定着支援を行っ
た。
＊利用者登録者数　170人
＊利用件数　1,437 件
＊立川職業センターへの派遣依頼件数　1件
＊東京しごと財団への派遣依頼件数　 3件

○

み～なの就労支援事業にて定着支援を行っ
た。
＊利用者登録者数　196人
＊利用件数　1,758件
＊ジョブコーチ活用件数　1件

○

76

エ．障害のある
人を対象とする
職員採用資格
試験の実施

　府中市職員を採用する際に、障害の
ある人を対象とした職員採用資格試験
を実施する

職員課
　身体障害者対象の採用試験を実施し、平成
22年4月1日に1名を採用した。

○
　身体障害者対象の採用試験を実施し、平成
23年4月1日に1名を採用した。

○
　身体障害者対象の採用試験実施のため、募
集をしたが、申込者がいなかった。

○
　身体障害者対象の採用試験を実施したが、
合格者がいなかった。（受験者4名）

○
　身体障害者対象の採用試験を実施し、平成
26年4月1日に1名を採用した。（受験者2名）

○
　身体障害者対象の採用試験を実施したが、
合格者がいなかった。（受験者3名）

○

77
オ．障害のある
人の職域の拡
大

　障害のある人の能力に着目した職域
の拡大を検討するとともに、一般企業
や公的機関などとの連携を図り、障害
のある人の雇用促進に努める

障害者福祉課

み～なの就労支援事業にて職場開拓を行っ
た。
＊件数…124件（延188人）
＊内容…職場同行、企業からの相談への対応
等

○

み～なの就労支援事業にて職場開拓を行っ
た。
＊件数…111件（延179人）
＊内容…職場同行、企業からの相談への対応
等

○

み～なの就労支援事業にて職場開拓を行っ
た。
＊件数…141件（延241人）
＊内容…職場同行、企業からの相談への対応
等

○

み～なの就労支援事業にて職場開拓を行っ
た。
＊件数…105件（延166人）
＊内容…職場同行、企業からの相談への対応
等

○

み～なの就労支援事業にて職場開拓を行っ
た。
＊件数…276件
＊内容…職場同行、企業からの相談への対応
等

○

み～なの就労支援事業にて職場開拓を行っ
た。
＊件数…117件
＊内容…職場同行、企業からの相談への対応
等

○

78
ア．就労移行
支援（自立支援
給付）（再掲）

　一般企業等への就労を希望する障害
のある人に、一定期間、就労に必要な
知識及び能力の向上のために必要な
訓練の機会を提供し、一般就労への移
行を支援する

障害者福祉課 管理番号26と重複 管理番号26と重複 管理番号26と重複 管理番号26と重複 管理番号26と重複 管理番号26と重複

79

イ．就労継続支
援（Ａ型・Ｂ型）
（自立支援給
付）（再掲）

　一般企業等での就労が困難な障害
のある人に、働く場を提供するととも
に、知識や能力の向上のために必要な
訓練の機会を提供し、地域生活を支援
する

障害者福祉課 管理番号27と重複 管理番号27と重複 管理番号27と重複 管理番号27と重複 管理番号27と重複 管理番号27と重複

80
ウ．精神障害者
複合施設の整
備支援（再掲）

　精神障害者を対象とする共同生活介
護・短期入所・就労継続支援（A 型）の
機能を有する複合施設の整備を支援
する

障害者福祉課 管理番号31と重複 管理番号31と重複 管理番号31と重複 管理番号31と重複 管理番号31と重複 管理番号31と重複

81
エ．作業所等
経営ネットワー
ク支援事業

　授産工賃の増加をめざし、作業所等
において、共同して製品販路・受注先
開拓、製品受注及び製品開発等に取り
組むネットワークの構築を図る

障害者福祉課

■作業所等経営ネットワーク事業
　市内の21施設でネットワークを構築し、授産
工賃の増加を目指すための取り組みを開始し
た。
＊支援会議…10回
＊先進事例見学会…1回
＊研修会…3回

○

■作業所等経営ネットワーク事業
　市内の22施設でネットワークを構築し、授産
工賃の増加を目指した取り組みを行った。
＊支援会議…12回
＊共同販売会…2回
＊先進事例見学会…2回
＊共同受注会議…4回
＊研修会…3回

○

■作業所等経営ネットワーク事業
　市内の22施設で構築したネットワーク「ちゅう
Ｎｅｔ」による、授産工賃の増加等を目指した取
り組みを行った。新製品（キャンディ）の開発及
び新サービス（お墓参り代行サービス）を開始
した。
＊支援会議…15回
＊共同販売会…2回
＊先進事例見学会…1回
＊研修会…1回

○

■作業所等経営ネットワーク事業
市内の22施設で構築したネットワーク「ちゅうＮ
ｅｔ」による、授産工賃の増加等を目指した取り
組みを行った。市内での販売会に加え、他市
（調布・多摩）との合同での販売会を実施した。
＊支援会議…12回
＊共同販売会…6回
＊研修会…1回

○

■作業所等経営ネットワーク事業
市内の22施設で構築したネットワーク「ちゅうＮ
ｅｔ」による、授産工賃の増加等を目指した取り
組みを行った。市内での販売会に加え、他市
（調布・多摩）との合同での販売会、スポーツ祭
東京会場での販売を実施した。
＊支援会議…22回
＊共同販売会…18回

○

■作業所等経営ネットワーク事業
市内の24施設で構築したネットワーク「ちゅうＮ
ｅｔ」による、授産工賃の増加等を目指した取り
組みを行った。市内での販売会に加え、他市
（調布・多摩）との合同での販売会や東京都共
同受注マッチングモデル事業を実施した。
＊支援会議…23回
＊共同販売会…11回
＊研修会…2回

○

④スポーツに
親しむ機会の
拡大

①一般就労へ
の支援

②作業所など
の就労機能の
強化

②作業所など
の就労機能の
強化

- 8 -
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82
②作業所など
の就労機能の
強化

オ．作業所等
への委託業務
等の拡大

　受注機会の拡大と授産工賃の増加を
めざし、作業所等への府中市からの委
託業務等を拡大する

障害者福祉課

■ふれあい福祉の製本
　　作業所等連絡協議会を通し製本作業を依
頼した。

■公園清掃
　　障害者施設に市内の公園の清掃作業等を
委託し、通所者に対する安定した工賃の確保
を図るとともに、施設の活性化を促進した。
　委託施設数　　21施設
　作業日数    1,229日／年（21施設分合計）
　
■テープ広報
　　録音版「広報ふちゅう」のテープ吹き込み及
び搬送
　　委託先　（社福）清陽会　ひまわり園

○

■ふれあい福祉の製本
　　同左

■公園清掃
　　同左
　委託施設数　　21施設
　作業日数　 1,220日／年（21施設分合計）
　
■テープ広報
　　同左

○

■ふれあい福祉の製本
　　同左

■公園清掃
　　同左
　委託施設数　　20施設
　作業日数　1,220日／年（20施設分合計）
　
■テープ広報
　　同左

○

■ふれあい福祉の製本
作業所等連絡協議会を通し製本作業を依頼し
た。

■公園清掃
障害者施設に市内の公園の清掃作業等を委
託し、通所者に対する安定した工賃の確保を
図るとともに、施設の活性化を促進した。
　委託施設数　　21施設
　作業日数　1,220日／年（21施設分合計）
　
■テープ広報
録音版「広報ふちゅう」のテープ吹き込み及び
搬送
　委託先　（社福）清陽会　ひまわり園

○

■ふれあい福祉の製本
作業所等連絡協議会を通し製本作業を依頼し
た。

■公園清掃
障害者施設に市内の公園の清掃作業等を委
託し、通所者に対する安定した工賃の確保を
図るとともに、施設の活性化を促進した。
　委託施設数　19施設
　作業日数　1,257日／年（19施設分合計）
　
■テープ広報
録音版「広報ふちゅう」のテープ吹き込み及び
搬送
　委託先　（社福）清陽会　ひまわり園

○

■ふれあい福祉の製本
作業所等連絡協議会を通し製本作業を依頼し
た。

■公園清掃
障害者施設に市内の公園の清掃作業等を委
託し、通所者に対する安定した工賃の確保を
図るとともに、施設の活性化を促進した。
　委託施設数　19施設
　作業日数　1,25４日／年（19施設分合計）

■テープ広報
録音版「広報ふちゅう」のテープ吹き込み及び
搬送
　委託先　（社福）清陽会　ひまわり園

○

（５）経済的支援体制の強化

83
①年金や手当
などの充実の
要請

年金や手当な
どの充実

　障害のある人の生活を保障する年金
や手当などの充実と精神障害のある人
への拡大を国・東京都へ要請する

障害者福祉課

保険年金課 課長会を通して要望した。 ○ 同左 ○
障害者の自立生活を支援する各種施策につ
いて要望した。

○ 東京都市障害担当課長会を通して要望した。 ○ 東京都市障害担当課長会を通して要望した。 ○ 東京都市障害担当課長会を通して要望した。 ○

（６）安心して住める環境づくり

84
ア．共同生活
援助（自立支援
給付）

　障害のある人が地域で自立して生活
できるよう、少人数で共同して生活を送
る居住の場として、グループホームの
誘致を進める

障害者福祉課
＜実利用者数＞
　51人

○
＜実利用者数＞
　45人

○
＜実利用者数＞
　47人

○
＜実利用者数＞
　44人

○
＜実利用者数＞
　43人

○
＜実利用者数＞
　144人

○

85
イ．共同生活介
護（自立支援給
付）

　障害のある人が地域で自立して生活
できるよう、少人数で共同して生活を送
る居住の場として、ケアホームの誘致を
進める

障害者福祉課
＜実利用者数＞
　54人

○
＜実利用者数＞
　62人

○
＜実利用者数＞
　75人

○
＜実利用者数＞
　79人

○
＜実利用者数＞
　102人

○
実績なし
（平成26年3月期の利用者数：95人）

－
２６年度から
共同生活援
助と一元化

86
ウ．公営住宅の
障害のある人
の優先入居

　一般の公営住宅の募集において、一
定の戸数を障害者枠として障害のある
人のいる世帯向けに別枠で募集する

住宅勤労課
■障害者（児）世帯割当募集戸数2戸
　　応募世帯数　6世帯　倍率　3.0倍

○

■あき家障害者（児）世帯割当募集戸数　2戸
　　応募世帯数　7世帯　倍率　3.5倍
■新築障害者（児）世帯割当募集戸数　4戸
　　応募世帯数　15世帯　倍率　3.8倍

○
■あき家障害者（児）世帯割当募集戸数　1戸
　　応募世帯数　7世帯　倍率　7.0倍

○

■あき家障害者（児）世帯割当募集戸数　3戸
　　応募世帯数　2世帯　倍率　0.7倍
■新築障害者（児）世帯割当募集戸数　4戸
　　応募世帯数　16世帯　倍率　4.0倍

○
■あき家障害者（児）世帯割当募集戸数　4戸
　　応募世帯数　12世帯　倍率　3.0倍

○
■あき家障害者（児）世帯割当募集戸数　2戸
　　応募世帯数　17世帯　倍率　8.5倍

○

87

エ．精神障害
者複合施設の
整備支援（再
掲）

　精神障害者を対象とする共同生活介
護・短期入所・就労継続支援（A 型）の
機能を有する複合施設の整備を支援
する

障害者福祉課 管理番号31と重複 管理番号31と重複 　 管理番号31と重複 管理番号31と重複 管理番号31と重複 管理番号31と重複

88
ア．民間賃貸
住宅あっ旋事
業

・住宅に困窮する障害のある人がいる
世帯に対して、民間賃貸住宅をあっ旋
し、入居を支援する

・入居の際保証人となる親族がいない
場合は、府中市社会福祉協議会が保
証人となる

地域福祉推進課

（社協）

■居住保証事業
＊新規申請　　　　　　　　8件
＊申請件数　　　　　　　20件
＊保証件数（累計）　　44件
＊相談件数　　　　　　　41件
■住宅あっ旋事業
＊新規申請　　　　　　　　0件
＊相談件数　　　　　　　11件
（情報提供　10件・情報提供による入居　3件）

○

■居住保証事業
＊新規申請　　　　　　　16件
＊申請件数　　　　　　　39件
＊保証件数（累計）　　57件
＊相談件数　　　　　　　64件
■住宅あっ旋事業
＊新規申請　　　　　　　　0件
＊相談件数　　　　　　　　9件
（情報提供　9件・情報提供による入居　6件）

○

■居住保証事業
＊新規申請　　　　　　　 8件
＊申請件数　　　　　　　24件
＊保証件数（累計）　　51件
＊相談件数　　　　　　　37件
■住宅あっ旋事業
＊新規申請　　　　　　　　6件
＊相談件数　　　　　　　23件
（情報提供　17件・情報提供による入居　2件）

○

■居住保証事業
※申請　　　　32件（更新申請含む）
※保証件数　56件（累計）
※相談件数　33件

■住宅あっ旋事業
※相談件数　27件
（情報提供 16件・情報提供による入居 5件）

○

■居住保証事業
※申請件数　25件（更新申請含む）
※保証件数　60件（累計）
※相談件数　35件

■住宅あっ旋事業
※相談件数　35件
（情報提供 31件・情報提供による入居 0件）

○

■居住保証事業
※申請件数　33件（更新申請含む）
※保証件数　61件（累計）
※相談件数　64件

■住宅あっ旋事業
※相談件数　64件
（情報提供 29件、情報提供による入居 0件）

○

89
イ．心身障害者
住宅費の助成

　民間の賃貸住宅を借りている障害の
ある人がいる世帯に対し、家賃助成を
行い、民間賃貸住宅への入居を支援
する

障害者福祉課

　府中市内に引き続き5年以上在住し、民間の
賃貸住宅を借りている方のうち、障害等級・所
得の要件に該当する方に対し、家賃の半額を
助成する（上限額あり）
　助成人数　143人

○
同左
　助成人数　141人

○
同左
 助成人数　150人

○

府中市内に引き続き5年以上在住し、民間の
賃貸住宅を借りている方のうち、障害等級・所
得の要件に該当する方に対し、家賃の半額を
助成する（上限額あり）
 助成人数　143人

○

府中市内に引き続き5年以上在住し、民間の
賃貸住宅を借りている方のうち、障害等級・所
得の要件に該当する方に対し、家賃の半額を
助成する（上限額あり）
 助成人数　139人

○

府中市内に引き続き5年以上在住し、民間の
賃貸住宅を借りている方のうち、障害等級・所
得の要件に該当する方に対し、家賃の半額を
助成する（上限額あり）
 助成人数　134人

○

90
③住宅の利便
性の向上

重度身体障害
者（児）住宅設
備改善事業

　重度身体障害者（児）の在宅生活を
容易にするため、住宅設備改善費用を
給付する

障害者福祉課

　在宅の重度身体障害者（児）に対し、その方
の居住する家屋の住宅設備の改善に要する費
用を給付し、日常生活の利便を図ることを目的
とする。
＊小規模改修（日生具・居宅生活動作補助用
具）　4件
＊中規模改修　　　　　　　　  　3件
＊屋内移動設備本体・設置　3件

○

同左

＊小規模改修（日生具・居宅生活動作補助用
具）　10件
＊中規模改修　                    5件
＊屋内移動設備本体・設置　3件

○

同左

＊小規模改修（日生具・居宅生活動作補助用
具）　11件
＊中規模改修　                        9件
＊屋内移動設備本体・設置　    4件

○

　在宅の重度身体障害者（児）に対し、その方
の居住する家屋の住宅設備の改善に要する費
用を給付し、日常生活の利便を図ることを目的
とする。
＊小規模改修（日生具・居宅生活動作補助用
具）　13件
＊中規模改修　                       10件
＊屋内移動設備本体・設置　    　2件

○

　在宅の重度身体障害者（児）に対し、その方
の居住する家屋の住宅設備の改善に要する費
用を給付し、日常生活の利便を図ることを目的
とする。
＊小規模改修（日生具・居宅生活動作補助用
具）　8件
＊中規模改修　                     　6件
＊屋内移動設備本体・設置　   　2件

○

　在宅の重度身体障害者（児）に対し、その方
の居住する家屋の住宅設備の改善に要する費
用を給付し、日常生活の利便を図ることを目的
とする。
＊小規模改修（日生具・居宅生活動作補助用
具）　8件
＊中規模改修　                     　8件
＊屋内移動設備本体・設置　   　7件

○

91
④施設入所枠
の確保

施設入所支援
（自立支援給
付）

　施設に入所する障害のある人に、夜
間や休日、介護等を行い、支援する

障害者福祉課

＜実利用者数＞
　39名
（旧法施設　130名）

○
＜実利用者数＞
　100名
（旧法施設　40名）

○
＜実利用者数＞
　130名
（旧法施設　11名）

○
＜実利用者数＞
　147名
（旧法施設　10名）

○
＜実利用者数＞
　146名

○
＜実利用者数＞
　144名

○

３．地域で支える福祉をめざして
（１）支えあいのネットワークの推進

92

①委託相談支
援事業所を中
心とした生活
支援

生活支援体制
の整備

　委託相談支援事業所を中心に、利用
者への総合的な相談にあわせ、関係
機関と連携した生活支援体制を充実さ
せる

障害者福祉課 　管理番号7と重複 　管理番号7と重複 　管理番号7と重複 　管理番号7と重複 　管理番号7と重複 　管理番号7と重複

93
②機関・施設・
団体間の連携
支援

関係機関・施
設・団体間の
ネットワークの
構築

　複数の機関が連携して効果的な支援
を行うため、府中市障害者等地域自立
支援協議会を活用し、関係機関・施
設・団体間のネットワークを構築する

障害者福祉課 　管理番号8と重複 　管理番号8と重複 　管理番号8と重複 　管理番号8と重複 　管理番号8と重複 　管理番号8と重複

94
③地域での交
流・協働活動
の促進

ボランティアな
どによる地域
サービスへの
支援

　障害のある人の地域交流・日中活動
を促進するため、ボランティアなど、地
域活動グループへの支援を拡充する

地域福祉推進課 福祉活動推進支援事業助成団体（8団体） ○ 福祉活動推進支援事業助成団体（7団体） ○ 福祉活動推進支援事業助成団体（5団体） ○
福祉活動団体推進支援事業助成団体（２団
体）

○
福祉団体として登録した団体へ公共施設の利
用支援などを行った。

○

福祉団体として登録した団体へ公共施設の利
用支援などを行った。ボランティア団体等が行
う福祉活動に対して、情報の提供や活動助成
等の支援を行うことにより、地域でのボランティ
ア活動をより拡充する。

○

助成事業は２
４年度で廃
止。市民活動
支援課にて類
似事業を実
施。

95
④障害者施設
の地域への開
放

施設と地域活
動との連携

　障害者施設が地域活動へ積極的に
参加することにより、市民の障害に対す
る理解を深めるとともに、施設を地域に
開放するなど、地域での社会資源とし
ての活用を促進する

障害者福祉課

■心身障害者福祉センターまつり
実施日　平成21年11月3日（祝）  10時～15時
参加者　850人
内容　センター利用者と地域住民の交流
 　　　　各種事業の周知

○

■心身障害者福祉センターまつり
実施日　平成22年11月3日（祝）  10時～15時
参加者　900人
内容　センター利用者と地域住民の交流
          各種事業の周知

○

■心身障害者福祉センターまつり
実施日　平成23年11月3日（祝）  10時～15時
参加者　913人
内容　センター利用者と地域住民の交流
 　　　　各種事業の周知

○

■心身障害者福祉センターまつり
実施日　平成24年11月3日（祝）  10時～15時
参加者　916人
内容　センター利用者と地域住民の交流
　　　　各種事業の周知

○

■心身障害者福祉センターまつり
実施日　平成25年11月3日（祝）  10時～15時
参加者　955人
内容　センター利用者と地域住民の交流
　　　　各種事業の周知

○

■心身障害者福祉センターまつり
実施日　平成26年11月3日（祝）  10時～15時
参加者　957人
内容　センター利用者と地域住民の交流
　　　　各種事業の周知

○

①地域での住
まいの確保

②民間賃貸住
宅への入居支
援
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管理
番号 施策 事業 事業内容 担当課 平成２１年度事業実績 進捗状況 平成２２年度事業実績 進捗状況 平成２３年度事業実績 進捗状況 平成２４年度事業実績 進捗状況 平成２５年度事業実績 進捗状況 平成２６年度事業実績 進捗状況 備考

（２）地域の福祉人材の確保

96
ア．多様な人材
の育成・確保
（再掲）

　府中市社会福祉協議会の「夢バンク」
をはじめ、定年退職者や子育て経験者
などの多様な経験や知識・技術を社会
的財産として尊重し、その効果的な活
用を図る

地域福祉推進課

（社協）

府中ボランティアセンターで運営
＊「夢バンク」登録者　（個人登録・・・1,008人/
団体登録　47団体）
＊活動状況　（のべ13,027人/
  うち趣味・特技を活かしての活動者　678人）
＊夢バンクPRイベント「地域縁結び　座男会」
…1回　37名

○ （府中ボランティアセンターの運営に統合） ○ （府中ボランティアセンターの運営に統合） ○ 府中ボランティアセンターの運営に統合 ○ 府中ボランティアセンターの運営に統合 ○ 府中ボランティアセンターの運営に統合 ○

97
イ．障害のある
人の技能等の
活用

　芸術・文化・スポーツ等の分野で優れ
た知識・経験・技能等のある障害のある
人を各種講座の講師として活用する

生涯学習スポーツ課 未実施 × 同左 × 同左 × 未実施 × 同左 × 同左 ×

98
②ボランティア
の育成

ボランティアの
育成

・府中ボランティアセンターを中心に、
障害のある人を支援するボランティアの
育成に努める

・学校教育などの場でボランティア活動
について学ぶ機会を提供し、地域住民
によるボランティア活動の広がりを促進
する

地域福祉推進課

＊個人登録(夢バンク）1,008人/登録ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
活動人数　13,027人/各種相談　14,4１6件
＊ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ登録者対象の各種講座・研修会
(23件　23回　332人）
＊各種入門講座・1日ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ教室（19件　29
回　584人）/各種体験（３件　31回　1,370人）/
児童生徒のV活動紹介展(2回　6,272人）/出張
V教室（55件　141回　5,655人）
＊各種専門講座・研修（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾘｰﾀﾞｰ研修含
む）　(7件　15回　255人）

○

（夢バンク事業をﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動推進事業費と
統合）

＊夢バンク登録　個人1,036名/団体51団体
＊活動人数　のべ13,158名（うち趣味・特技を
活かしての活動896名）
＊各種相談　13,880件
＊講座等　各種入門講座（11回221名）/夢バ
ンクﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ教室（11回69名）/各種体験（3回
1,802名）/児童生徒のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動紹介展（2
回4,150名）/出張V教室（120回4,606名）/各種
専門講座（14回212名）/市内小中学校教職員
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ研修会（3回65名）
＊各種啓発等　VCN発行（14回203,400部）/V
保険加入手続き（497件12,288名）/場の提供
機材貸出し（744回）

○

（H22より夢バンク事業をﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動推進事
業費と統合）

＊夢バンク登録　個人1,076名/団体56団体
＊活動人数　のべ14,441名（うち趣味・特技を
活かしての活動1,575名）
＊各種相談　11,997件
＊講座等　各種入門講座（8回145名）/夢バン
クﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ教室（12回79名）/各種体験（3件
1,750名）/児童生徒のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動紹介展（2
回4,393名）/出張V教室（142回5,246名）/各種
専門講座（5回59名）/市内小中学校教職員ﾎﾞ
ﾗﾝﾃｨｱ研修会（3回129名）
＊各種啓発等　VCN発行（14回201,400部）/V
保険加入手続き（1,107件14,001名）/場の提供
機材貸出し（623回）

○

※夢バンク登録　　個人９７９名／団体５８団体
※活動人数　のべ12,115名（うち趣味・特技を
いかしての活動1,427名）
※各種相談　12,222名
※講座等
各種入門講座（5回131名）／夢バンクボラン
ティア教室（13回72名）／各種体験（4件2,097
名）／児童生徒のボランティア活動紹介展（2
回3,187名）／出張V教室（127回5,062名）／各
種専門講座（2回14名）／市内小中学校教職
員ボランティア研修会（3回122名）
※各種啓発等
ＶＣＮ発行（14回20,800部）／Ｖ保険加入手続
き（754件12,386名）／場の提供機材貸出（616
回）

○

※夢バンク登録　　個人1,017名／団体63団体
※活動人数　のべ10,539名（うち趣味・特技を
いかての活動3,106名）
※各種相談　10,685名
※講座等
各種入門講座（7回199名）／夢バンクボラン
ティア教室（11回49名）／各種体験（4件1,381
名）／児童生徒のボランティア活動紹介展（2
回4,533名）／出張V教室（112回4,682名）／各
種専門講座（1回5名）／市内小中学校教職員
ボランティア研修会（3回163名）
※各種啓発等
ＶＣＮ発行（14回194,600部）／Ｖ保険加入手
続き（677件9,970名）／場の提供機材貸出
（551回）

○

※夢バンク登録　　個人1,030名／団体64団体
※活動人数　のべ10,799名（うち趣味・特技を
いかしての活動3,644名）
※各種相談　12,002名
※講座等
各種入門講座（5回60名）／夢バンクボランティ
ア教室（12回49名）／各種体験（７回91名）／
各種訓練（5回104名）／児童生徒のボランティ
ア活動紹介展（2回2,708名）／出張V教室（135
回4,943名）／各種専門講座（1回30名）／市内
小中学校教職員ボランティア研修会（3回175
名）
※各種啓発等
ＶＣＮ発行（14回189,350部）／Ｖ保険加入手
続き（631件10,288名）／場の提供機材貸出
（2,746回）

○

当初、担当課
を市民活動支
援課としてい
たが、協議の
結果、地域福
祉推進課に変
更。

（３）防災・防犯対策

99
①災害時要援
護者支援

災害時要援護
者支援体制の
整備（再掲）

・ひとり暮らし高齢者や高齢者のみ世
帯、障害のある人等、災害時に支援の
必要な方を把握するため、名簿を作成
し、災害時に必要に応じて活用できる
ように整備する

・平常時から要援護者と接している府
中市社会福祉協議会、民生委員・児童
委員、ケアマネージャー、福祉サービ
ス提供者、障害者団体等の福祉関係
者や医療機関とも連携を図り、災害時
要援護者の支援体制を整備する

高齢者支援課
障害者福祉課

■災害時要援護者支援事業
　だれもが安心して暮らすことのできる環境整
備として、医療依存度の高い難病患者やＡＬＳ
患者のほか重度心身障害などに対する災害対
策や避難支援への充実を図ることは重要であ
り、いつ発生するかわからない災害時の備えと
しての台帳を整備した。

【本事業の対象となる方（障害者）】
①1～3級の肢体不自由者で一人暮らし世帯の
方及び肢体不自由者のみ世帯の方
②1・2級の視覚障害者で一人暮らし世帯の方
及び視覚障害者のみ世帯の方
③1級の呼吸器機能障害者で一人暮らし世帯
の方
④愛の手帳1～3度の交付を受けている一人暮
らし世帯の方
⑤精神障害者保健福祉手帳1～3級の交付を
受けている一人暮らし世帯の方

○

■災害時要援護者支援事業
　

同左

名簿登録希望者数…6,913人
救急医療情報キット希望者数…8,920人
　※人数については高齢者・障害者を合わせ
た数

○

■災害時要援護者支援事業

同左

名簿登録希望者数…7,680人
救急医療情報キット希望者数…10,236人
　※人数については高齢者・障害者を合わせ
た数

○

■災害時要援護者支援事業

　だれもが安心して暮らすことのできる環境整
備として、医療依存度の高い難病患者やALS
患者のほか重度心身障害などに対する災害対
策や避難支援への充実を図ることは重要であ
り、いつ発生するかわからない災害時の備えと
しての台帳を整備した。

名簿登録希望者数…8,253人
救急医療情報キット希望者数…10,768人
※人数については高齢者・障害者を合わせた
数

■自立支援協議会にて、災害時支援検討部
会を設置した。防災・災害時の対応について
協議し、災害時擁護者名簿の活用を盛り込ん
だ市長報告を行った。

○

■災害時要援護者支援事業

　だれもが安心して暮らすことのできる環境整
備として、医療依存度の高い難病患者やALS
患者のほか重度心身障害などに対する災害対
策や避難支援への充実を図ることは重要であ
り、いつ発生するかわからない災害時の備えと
しての台帳を整備した。

名簿登録希望者数…8,425人
救急医療情報キット希望者数…11,375人
※人数については高齢者・障害者を合わせた
数

○

■災害時要援護者支援事業

　だれもが安心して暮らすことのできる環境整
備として、医療依存度の高い難病患者やALS
患者のほか重度心身障害などに対する災害対
策や避難支援への充実を図ることは重要であ
り、いつ発生するかわからない災害時の備えと
しての台帳を整備した。

名簿登録希望者数…8,442人
救急医療情報キット希望者数…11,533人
※人数については高齢者・障害者を合わせた
数

○

４．ともに歩む地域をめざして
（１）障害のある人への理解・啓発の促進

100

ア．障害者
（児）福祉啓発
事業（ＷａｉＷａｉ
フェスティバル）
（地域生活支援
事業）

　障害者週間（12月3日～12月9日）を
記念して、障害について市民の理解と
認識を一層深めるため、障害のある人
とない人が同じ体験を通じてふれあう
場を設ける

障害者福祉課

実施日　平成22年1月15日（金）～17日（日）
会場　　 府中グリーンプラザ
入場者  2,191人
内容は作品展、講演会、コンサートなど

○

実施日　平成22年12月3日（金）～5日（日）
会場　　 府中グリーンプラザ
入場者　2,392人
内容は作品展、講演会、コンサートなど

○

実施日　平成23年12月3日（土）～4日（日）
会場　　府中グリーンプラザ
入場者　1,515人
内容は作品展、講演会、コンサートなど
※会場の都合により、開催期間を短縮

○

実施日　平成24年12月6日（木）～8日（土）
会場　　府中グリーンプラザ
入場者　2,932人
内容は作品展、講演会、コンサートなど

○

実施日　平成26年1月17日（金）～19日（日）
会場　　府中グリーンプラザ
入場者　2,921人
内容は作品展、講演会、コンサートなど

○

実施日　平成26年12月5日（金）～7日（日）
会場　　府中グリーンプラザ
入場者　3,584人
内容は作品展、講演会、コンサートなど

○

101
イ．障害者軽ス
ポーツ大会（再
掲）

　障害のある人とボランティアや市民と
のふれあいを通して、健康増進を図る
とともに、市民相互の理解を深めるた
め、障害者軽スポーツ大会を開催する

障害者福祉課 管理番号70と重複 管理番号70と重複 管理番号70と重複 管理番号70と重複 管理番号70と重複 管理番号70と重複

102 ウ．福祉まつり

　関係団体活動の交流の「場」の確保
や、障害のある人と市民の交流のた
め、府中市社会福祉協議会主催の「福
祉まつり」を支援する

地域福祉推進課

平成21年11月7日
会場　味の素スタジアム
参加者数　約20,000人
参加協力団体数　131団体
協賛企業　73企業
（府中元気一番まつりと合同開催）
展示PRコーナー、模擬店コーナー、お遊び
コーナー、体験・障害者スポーツ展示コー
ナー、バザー、ステージでの発表・コンサート、
ヒーローショｰ及びデモンストレーションなど。

○

平成22年10月16日～17日（２日間）
会場　府中公園、ルミエール府中
参加者数　約32,000人
　　（16日　約13,000人　17日　約19,000人）
参加協力団体　103団体
協賛企業　60企業
（府中元気一番まつりと合同開催）
展示PRコーナー、模擬店コーナー、お遊び
コーナー、体験・障害者スポーツ展示コー
ナー、バザー、ステージでの発表・コンサート、
ヒーローショｰ及びデモンストレーションなど。

○

平成23年10月15日～16日（2日間）
会場　府中公園、ルミエール府中
参加者数　約26,000人
　　　（15日　約6,000人　16日　約20,000人）
参加協力団体　89団体
協賛企業　64企業
展示PRコーナー、模擬店コーナー、お遊び
コーナー、体験・障害者スポーツ展示コー
ナー、バザー、ステージでの発表・コンサート、
ヒーローショｰ及びデモンストレーションなど。

○

平成24年10月20日～12日（2日間）
会場　　　　府中公園
参加者数　約22,000人
参加団体　78団体
依頼協力団体　34団体
協賛企業　76企業
展示PRコーナー、模擬店コーナー、お遊び
コーナー、体験・障害者スポーツ展示コー
ナー、特設ステージでの発表・コンサート及び
ダンスパフォーマンス、復興支援など。

○
平成25年10月26日～27日（2日間）

台風の影響により両日とも中止
-

平成26年10月11日～12日（2日間）
会場　　　　府中公園
参加者数　約22,000人
参加団体　79団体
依頼協力団体 28団体
協賛企業　72企業
展示PRコーナー、模擬店コーナー、お遊び
コーナー、体験・障害者スポーツ展示コー
ナー、特設ステージでの発表・コンサート及び
ダンスパフォーマンス、復興支援など。

○

２６年度に事
業内容の修
正。福祉まつ
りは市と社協
の共催で実施
している。

103
ア．障害のある
人への理解・啓
発事業

　市民の障害のある人に対する理解と
認識を深めるため、福祉まつりなどさま
ざまな機会を利用して、ノーマライゼー
ションの理念の普及・定着に努める

障害者福祉課

■ＷａｉＷａｉフェスティバル
■福祉まつり

■精神保健福祉啓発活動事業
＊メンタルヘルス講座…2回（参加者78人）
＊精神保健啓発リーフレット作成　1,000部

○

■ＷａｉＷａｉフェスティバル
■福祉まつり

■精神保健福祉啓発活動事業
＊メンタルヘルス講座…2回（参加者140人）

○

■ＷａｉＷａｉフェスティバル
■福祉まつり

■精神保健福祉啓発活動事業
＊メンタルヘルス講座…2回（参加者130人）

○

■ＷａｉＷａｉフェスティバル
■福祉まつり

■精神保健福祉啓発活動事業
＊メンタルヘルス講座…2回（参加者112人）
＊精神保健啓発リーフレット作成　600部

○

■ＷａｉＷａｉフェスティバル
※　福祉まつりは中止

■精神保健福祉啓発活動事業
＊メンタルヘルス講座…2回（参加者83人）
＊精神保健啓発リーフレット改定準備

○

■ＷａｉＷａｉフェスティバル
■福祉まつり

■精神保健福祉啓発活動事業
＊メンタルヘルス講座…2回（参加者157人）
＊精神保健啓発リーフレット作成1,000部

○

104
イ．「障害のあ
る人」の表記方
法の検討

　府中市の発行物等の中で「障害者」・
「障害のある人」と表記する際には「障
がい」を用いるなど、表記方法について
検討する

障害者福祉課
国の障がい者制度改革の動きを注視しながら
内部で検討。

○
障がい者制度改革推進会議における検討結
果を受けて、当面「障害」を使用することとする
が、引き続き検討。

○
国や他自治体の動向を見ながら、引き続き検
討。

○
国や他自治体の動向を見ながら、引き続き検
討。

○
国や他自治体の動向を見ながら、引き続き検
討。

○
国や他自治体の動向を見ながら、引き続き検
討。

○

当初、担当課
を総務管理課
としていたが、
協議の結果、
障害者福祉課
に変更。

①地域の人材
などの活用

①ノーマライ
ゼーションの
　理念の普及

②障害のある
人への理解・
啓発事業の充
実

- 10 -



管理
番号 施策 事業 事業内容 担当課 平成２１年度事業実績 進捗状況 平成２２年度事業実績 進捗状況 平成２３年度事業実績 進捗状況 平成２４年度事業実績 進捗状況 平成２５年度事業実績 進捗状況 平成２６年度事業実績 進捗状況 備考

（２）バリアフリーの推進

105
ア．移動ルート
の整備促進（再
掲）

　市民が日常利用する歩道、散歩道、
買い物ルートに当たる通路等をバリア
フリー化すべき道路として重点的に整
備し、移動ルートを確保する

地域福祉推進課

（土木課）

■みちづくりバリアフリー化整備事業
是政通り　延長181.3ｍ
市道2-208外1路線　延長168.2ｍ
市道4-354号　延長126.1ｍ

○
■みちづくりバリアフリー化整備事業
是政通り　延長103.8ｍ
本宿南裏通り外1路線　延長168.2ｍ

○
■みちづくりバリアフリー化整備事業
是政通り　延長245.9ｍ
市道4-267号　延長106.1ｍ

○
■みちづくりバリアフリー化整備事業
武蔵台通り　延長216.3ｍ

○
■みちづくりバリアフリー化整備事業
予算の関係で未実施

×
■みちづくりバリアフリー化整備事業
武蔵台通り　延長119.2ｍ
市道2-206号　延長185.4ｍ

○

106
イ．バリアフリー
マップの見直
し・充実（再掲）

　障害のある人も参加した中で、バリア
フリーマップを見直し、バリアフリー化の
状況にそってマップを改訂する

地域福祉推進課 実績なし　※計画後半期で実施予定 × 同左 × 同左 × 実績なし　※計画後半期で実施検討予定 ×
公共施設のバリアフリー整備状況調査を実
施。

○ 予算化できず、実績なし ×

107
ウ．交通事業者
との連携強化
（再掲）

　障害のある人など、移動の困難な方
の利便性を向上するため、駅舎や駅構
内の整備等、交通事業者との連携を強
化する

地域福祉推進課

（土木課）

■交通バリアフリー法重点整備地区推進事業
　府中市交通バリアフリー特定事業計画の事
業の推進について各事業者に要望を行った。

○ 同左 ○ 同左 ○
■交通バリアフリー法重点整備地区推進事業
　府中市交通バリアフリー特定事業計画の事
業の推進について各事業者に要望を行った。

○ 同左 ○ 同左 ○

108
②だれでもトイ
レの整備拡充

だれでもトイレ
の整備拡充（再
掲）

　高齢者、障害のある人等の行動範囲
を広げるため、だれでもトイレの整備を
拡充する

地域福祉推進課

＊だれでもトイレ新設協議…19件（民間施設含
む）
＊簡易型トイレ…4件（小規模な店舗等に設置
され、車いす使用者が利用できる空間を確保
し、手すりのみを備えたもの）

○
＊だれでもトイレ新設協議…24件（民間施設含
む）

○

＊だれでもトイレ新設協議…17件（民間施設含
む）
＊簡易型トイレ…5件（小規模な店舗等に設置
され、車いす使用者が利用できる空間を確保
し、手すりのみを備えたもの）

○

＊だれでもトイレ新設協議…25件（民間施設含
む）
＊簡易型トイレ…14件（小規模な店舗等に設
置され、車いす使用者が利用できる空間を確
保し、手すりのみを備えたもの）

○

＊だれでもトイレ新設協議…14件（民間施設含
む）
＊簡易型トイレ…4件（小規模な店舗等に設置
され、車いす使用者が利用できる空間を確保
し、手すりのみを備えたもの）

○

＊だれでもトイレ新設協議…12件（民間施設含
む）
＊簡易型トイレ…7件（小規模な店舗等に設置
され、車いす使用者が利用できる空間を確保
し、手すりのみを備えたもの）

○

（３）「すべての障害のある人」への支援

109
①難病患者へ
の支援

難病患者への
支援の充実

　医療費の助成や日常生活用具の給
付の充実を国・東京都へ要請するととも
に、手当を支給し、ホームヘルパーを
派遣することなどにより、難病患者を支
援する

障害者福祉課

■指定疾病者福祉手当
対象者　　東京都難病医療費等助成対象疾病
（平成21年10月末現在82疾病）に罹患し、かつ
医療券の交付を受けている方
月額　　　　8,500円
対象人数　実人数…814人
　　　　　　　延べ人数…9,084人

■難病患者等日常生活用具給付事業
　難病患者等の居宅における療養生活を支援
するため、日常生活用具を給付する。
　動脈血中酸素飽和度測定器　1件

■難病ホームへルプサービス
　管理番号23と重複

○

■指定疾病者福祉手当
対象者　　東京都難病医療費等助成対象疾病
（平成21年10月末現在82疾病）に罹患し、かつ
医療券の交付を受けている方
月額　　　　8,500円
対象人数　実人数…892人
　　　　　　　延べ人数…10,040人

■難病患者等日常生活用具給付事業
　難病患者等の居宅における療養生活を支援
するため、日常生活用具を給付する。
　動脈血中酸素飽和度測定器
　入浴補助用具・電気式たん吸引器   各1件

■難病ホームへルプサービス
　管理番号23と重複

○

■指定疾病者福祉手当
対象者　　東京都難病医療費等助成対象疾病
（平成21年10月末現在82疾病）に罹患し、かつ
医療権の交付を受けている方
月額　　　　8,500円
対象人数　実人数…935人
　　　　　　　延べ人数…10,849人

■難病患者等日常生活用具給付事業
　難病患者等の居宅における療養生活を支援
するため、日常生活用具を給付する。
　0件　（※　相談はあったが、実績はなかっ
た。）

■難病ホームへルプサービス
　管理番号23と重複

○

■指定疾病者福祉手当
対象者　　東京都難病医療費等助成対象疾病
（平成21年10月末における82疾病）に罹患し、
かつ医療券の交付を受けている方
月額　　　　8,500円
対象人数　実人数…990人
　　　　　　　延べ人数…11,522人

■難病患者等日常生活用具給付事業
　難病患者等の居宅における療養生活を支援
するため、日常生活用具を給付する。
　電気式たん吸引器　1件

■難病ホームへルプサービス
　管理番号23と重複

○

■指定疾病者福祉手当
対象者　　東京都難病医療費等助成対象疾病
（平成21年10月末における82疾病）に罹患し、
かつ医療券の交付を受けている方
月額　　　　8,500円
対象人数　実人数…1,045人
　　　　　　　延べ人数…12,000人

■難病患者等日常生活用具給付事業
　平成25年度から障害者総合支援法の地域生
活支援事業の対象に難病患者等が加わった
ため、廃止した。

■難病ホームヘルプサービス
　管理番号23と重複

○

■指定疾病者福祉手当
対象者　　東京都難病医療費等助成対象疾病
（平成21年10月末における82疾病）に罹患し、
かつ医療券の交付を受けている方
月額　　　　8,500円
対象人数　実人数…1,108人
　　　　　　　延べ人数…12,739人

■難病患者等日常生活用具給付事業
　平成25年度から障害者総合支援法の地域生
活支援事業の対象に難病患者等が加わった
ため、廃止した。

■難病ホームヘルプサービス
　管理番号23と重複

○

110

ア．相談支援
事業（地域生活
支援事業）（再
掲）

・委託相談支援事業所「み〜な」「あけ
ぼの」「プラザ」において、総合的・一元
的相談体制を確立し、障害のある人が
適切なサービスを効果的に利用できる
よう、相談支援従事者の質と数を確保
するとともに、関係機関との連携を強化
し、相談支援機能の充実を図る

・福祉サービスにつながりにくい状況に
ある障害のある人や、難病患者、高次
脳機能障害・発達障害のある人への相
談支援を実施するとともに、事業内容
の広報に努める

障害者福祉課 管理番号7と重複 管理番号7と重複 管理番号7と重複 管理番号7と重複 管理番号7と重複 管理番号7と重複

111
イ．関係機関等
との連携

　東京都の高次脳機能障害支援普及
事業や発達障害者支援センターなど、
関係事業・関係機関との連携を図り、
高次脳機能障害・発達障害のある人及
びその家族を支援する

障害者福祉課

　地域支援センターあけぼのに「高次脳機能
障害者支援促進事業」を委託し、高次脳機能
障害者に関する相談支援、関係機関との連
携、広報・普及啓発を行うために、事業の整備
を行った。

○

　地域支援センターあけぼのに「高次脳機能
障害者支援促進事業」を委託し、高次脳機能
障害者に関する相談支援、学習会、関係機関
との連携、広報・普及啓発を行った。
実利用人数　　15人、相談件数　　374件

○

　地域支援センターあけぼのに「高次脳機能
障害者支援促進事業」を委託し、高次脳機能
障害者に関する相談支援、学習会、関係機関
との連携、広報・普及啓発を行った。
実利用人数　　17人、相談件数　　218件

○

　地域支援センターあけぼのに「高次脳機能
障害者支援促進事業」を委託し、高次脳機能
障害者に関する相談支援、学習会、関係機関
との連携、広報・普及啓発を行った。
実利用人数　　26人、相談件数　　561件

○

　地域支援センターあけぼのに「高次脳機能
障害者支援促進事業」を委託し、高次脳機能
障害者に関する相談支援、学習会、関係機関
との連携、広報・普及啓発を行った。
実利用人数　36人、相談件数　　936件

○

　地域支援センターあけぼのに「高次脳機能
障害者支援促進事業」を委託し、高次脳機能
障害者に関する相談支援、学習会、関係機関
との連携、広報・普及啓発を行った。
実利用人数　50人、相談件数　　948件

○

112

ウ．障害福祉
サービスの対
象の拡大の検
討

　必要なサービスが利用できるよう、既
存の障害福祉サービスの対象の拡大
を検討する

障害者福祉課

　いずれの障害者手帳も持たない高次脳機能
障害・発達障害の方についても、医師の診断
があれば、手帳所持者と同様の基準で障害福
祉サービス・地域生活支援事業の支給決定を
行う。
（21年度の申請及び決定人数　高次脳…1名
発達障害…2名）

○

同左

（22年度の申請及び決定人数　高次脳…1名
発達障害…1名）

○

同左

（23年度の申請及び決定人数　高次脳…7名
発達障害…4名）

○

　いずれの障害者手帳も持たない高次脳機能
障害・発達障害の方についても、医師の診断
があれば、手帳所持者と同様の基準で障害福
祉サービス・地域生活支援事業の支給決定を
行う。
（24年度の申請及び決定人数　高次脳…12人
発達障害…47人）

○

　いずれの障害者手帳も持たない高次脳機能
障害・発達障害の方についても、医師の診断
があれば、手帳所持者と同様の基準で障害福
祉サービス・地域生活支援事業の支給決定を
行う。
（25年度の申請及び決定人数　高次脳…11人
発達障害…88人）

○

いずれの障害者手帳も持たない高次脳機能
障害・発達障害の方についても、医師の診断
があれば、手帳所持者と同様の基準で障害福
祉サービス・地域生活支援事業の支給決定を
行う。
（26年度の申請及び決定人数　高次脳…30人
発達障害…130人）

○

113
エ．啓発事業
の実施

　高次脳機能障害・発達障害について
の啓発事業を実施し、障害に対する市
民の理解を深める

障害者福祉課

　高次脳機能障害について、市民も参加でき
る勉強会・研修会を行い、広報・普及啓発を
行った。

21年10月5日（月）
学習会（支援センターあけぼの主催）
「高次脳機能障害のある方への理解を深める」

　発達障害について、保護者の講演会（1回）
や勉強会（5回）を行った。（心身障害者福祉セ
ンターあゆの子主催）

○

同左

　学習会　4回、家族サロン　1回、連絡会　1回
実施（支援センターあけぼの主催）

　発達障害について、保護者の講演会（1回）
や勉強会（6回）を行った。（心身障害者福祉セ
ンターあゆの子主催）

○

同左

　学習会　4回、家族サロン　5回、関係者連絡
会　3回実施（支援センターあけぼの主催）

　発達障害について、保護者の勉強会（6回）
を行った。（心身障害者福祉センターあゆの子
主催）
　
　24年2月16日　参加86名
学習会「発達障害のある方への理解と対応」
（精神保健福祉啓発活動事業）

○

高次脳機能障害について、市民も参加できる
勉強会・研修会を行い、広報・普及啓発を行っ
た。

　学習会4回（参加者数延213人）、家族サロン
5回、当事者交流会 1回、関係者連絡会　3回
実施（支援センターあけぼの主催）

　発達障害について、父母講演会(1回)、保護
者の勉強会（6回）を行った。（心身障害者福祉
センターあゆの子主催)

○

同左

　学習会4回（参加者数延179人）、家族サロン
6回、当事者交流会 5回、関係者連絡会　3回
実施（支援センターあけぼの主催）

　発達障害について、父母講演会(1回)、両親
学級（10回）を行った。（心身障害者福祉セン
ターあゆの子主催)

○

同左

　学習会4回（参加者数延175人）、家族サロン
6回、当事者交流会 4回、関係者連絡会　3回
実施（支援センターあけぼの主催）

　発達障害について、父母講演会(1回)、両親
学級（10回）を行った。（心身障害者福祉セン
ターあゆの子主催)

○

114
オ．当事者団
体・家族会の設
立・運営支援

　当事者や家族が相互に情報交換す
るとともに、主体的な活動を行い、地域
福祉に貢献できるよう、当事者団体や
家族会の設立・運営を支援する

障害者福祉課 管理番号20と重複 管理番号20と重複 管理番号20と重複 管理番号20と重複 管理番号20と重複 管理番号20と重複

②高次脳機能
障害・発達障
害のある人等
への支援

①移動のバリ
アフリーの推
進
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